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は しが き

ブ ドウ に は ヨ ー

ロ ッ パ 系 品 種 と ア メ リ カ 系 品 種 が あ り ､ 生 食 ､

ワ イ ン ､ 干 ブ ド ウ お よ び ジ ュ
ー

ス 用 と し て 利 用 さ れ て い る ｡ し か

し ､

一

般 的 に ブ ドウ で は ヨ ー

ロ ッ パ 系 品 種 の 方 が ア メ リ カ 系 品 種

よ り 品 質 的 に 優 れ て い る も の の
､ 雨 の 多 い わ が 国 の 気 象 条 件 下 で

の 栽 培 は 困 難 で あ る ｡ し た が っ て ､
ヨ ー

ロ ッ パ 系 の 良 品 質 を 備 え

て い て ､ し か も 栽培 が 容 易 な 品 種 の 育 成 が 大 き な 育 種 目 標 で あ っ

た ｡

一

方 ､ 最 近 の 消 費者 の 動 向 を み る と 大 粒 系 品 種 で ､ し か も 無

核 品 種 が 求 め ら れ て い る ｡

こ れ ま で に ､ 大 粒 系 品 種 と し て は
`

巨 峰
'

､

`

ピ オ
ー ネ

'

な ど を

中 心 に 多 く の 品 種 が わ が 国 で 育成 さ れ て き た ｡ ま た ､ 自 然 に 無 核

と な る 品 種 は ､ 干 ブ ドウ 用 品 種 と し て
`

ト ム ソ ン ･ シ ー ド レ ス
'

､

`

モ ヌ ツ カ
'

､

`

ブ ラ ッ ク ･ コ リ ン ズ
'

お よ び
`

ホ ワ イ ト ･ コ リ ン

ズ
'

な ど の 優 良 品 種 が 古く か ら あ る が ､
い ずれ も ヨ ー

ロ ッ パ 系 ブ

ド ウ で あ り ､ わ が 国 で の 栽 培 は 困 難 で あ る ｡ さ ら に ､ こ れ ら の 品

種 を親 に し た 育 種 が 試 み ら れ て き た が ､ 現 在 の と こ ろ 優 良 品 種 は

育成 さ れ て い な い ｡

一

方 ､ w e a v e r ら ( 1 9 5 8 ､ 1 9 5 9 a , b , c ､ 1 9 6 0) は ､
ジ ベ レ リ ン 酸

( G A
3) が ブ ドウ の 無 核 化 形 成 と 果粒 肥 大 に 効 果 の あ る こ と が 発

見 さ れ て 以 来 ､ わ が 国 に お い て も G A 3 の 処 理 時 期 ､ 処 理 濃 度 ､ 処

理 方 法 の 工 夫 が な さ れ ､

`

デ ラ ウ ェ ア
'

品 種 に お け る 人 為 的 な 無

核 化 技 術 が 開発 さ れ た ｡ そ の 後 の 研 究 に よ り
`

マ ス カ ッ ト ･ ベ リ

ー

A
'

､

`

巨 峰
'

､

`

ピ オ ー ネ
'

な ど の 数 品 種 に お い て も 実 用 化 さ れ

る よ う に な っ た ｡ す な わ ち ､

`

デ ラ ウ ェ ア
'

や
`

マ ス カ ッ ト ･ ペ

リ ー

A
'

で は 1 0 0 p p m G A
3 溶 液 に 開 花 約 2 週 間 前 お よ び 開 花 約

1 0 日 後 の 2 回 ､ 花 ( 果) を 浸 漬 処 理 す る こ と に よ り 無 核 化 す る

こ と が で き る ｡ ま た ､

`

巨 峰
'

や
`

ピ オ ー ネ
'

で は 低 浪 度 の G A
3 (2 0

-

2 5 p p m) 溶 液 を 開 花 期 の み ､ あ る い は ､ 開 花 1 - 2 週 間 後 の 2



回 浸 漬 処 理 す る こ と に よ り 容 易 に 無 核 化 が 可 能 で あ る ｡ し か し ､

そ の 他 の 多 く の 品 種 で は ､ G A
3 を 浸漬 処 理 し て も 有核 果 が 多 く 混

入 し た り ､ 小 果 粒 が 多 く 着 粒 す る な ど 多 く の 問 題 が あ り ､ G A
3 に

よ り 無 核 化 が 実 用 化 さ れ て い る 品 種 は 極 め て わ ず か で あ る( 永 田

ら 1 9 8 2) 0

I w a h o r i ら ( 1 9 6 8) は ､ ブ ド ウ の 無 核 品 種 に お け る 着果 や 肥 大

時 の 内 生 G A s 様 活 性 は ､ 有 核 品 種 よ り も 高 い こ と を み い だ し ､ ブ

ド ウ の 着 果 や 肥 大 に は 内 生 G A s が 重 要 な 働 き を し て い る こ と を

示 唆 し た ｡

一

方 ､
モ モ に お い て G A

3 処 理 に よ る 無 核 化 誘 起 効 果 に 品 種 間 差

異 の あ る こ と が 報 告 さ れ て い る( K i y o k a w a ら ､ 1 9 7 2) ｡ す な わ ち ､

`

布 目 早 生
'

､

`

倉 方 早 生
'

お よ び
`

高 陽 白 桃
'

な ど で は G A
3 処 理

で は 全 く 無 核 化 す る こ と が で き な か っ た ｡ し か し ､ モ モ の 未 熟種

子 や 果 肉 中 に 含 ま れ て い る 主 要 な 内生 G A s で あ る G A
3 2 を 処 理 す

る と ､ G A
3 で 無 核化 で き な い 品 種 で も 容 易 に 無 核 化 を 誘 起 す る こ

と が 可 能 で あ っ た ( 湯 田 ら ､ 1 9 8 6
､

1 9 8 8) ｡ ま た ､ ウ メ で も 同様

に G A
3 2 処 理 は G A

3 処 理 よ り も 高 い 無 核 化 誘 起 効果 が 認 め ら れ た

(P a k s a s o r n , 1 9 9 5) ｡ 他 方 ､
モ モ や ウ メ と 同 じ核 果 類 に 属 す る 酸

甘 オ ウ ト ウ で は ､ 未 熟 種 子 中 に 存 在 す る G A s に つ い て 詳 細 に 調 査

さ れ ､ G A 3 ､ G A 1 7 ､ G A 1 9 ､ G A
2 0 ､

G A
2 5 ､

G A
3 0 ､ G A 3 2 ､ G A 4 4 ､ G A

8 6 ､ G A
8 7

お よ び G A
9 5

が 同 定 さ れ た( N a k a y a m a ら , 1 9 9 6) ｡ こ れ ら の 内 ､ 核

果 類 の 主 要 G A s で あ る G A 3 2 以 外 で も ､ G A ｡ 2
の 生 合 成 経 路 に 近 い

G A s で あ る G A
｡ ｡ ､ G A

8 6 お よ び G A
8 7 は 無 核 化 誘 起 力 が 極 め て 強 い こ

と が 報告 さ れ て い る ( B u k o v a c ら ､
1 9 9 1 ; 松 井 ら ､ 未 発 表) ｡

こ れ ら の 結 果 か ら ､ そ れ ぞ れ の 果 実 ( 種 子) 中 に含 ま れ る G A s

は 果 実 の 生 長 ､ 肥 大 な ど の 生 理 的 変 化 に 重 要 な 働 き し て い る と 考

え ら れ る ｡ し た が っ て ､ ブ ドウ の 果 粒 や 種 子 中 に 含 ま れ て い る 主

要 G A s を 明 ら か に し ､ こ れ ら を用 い れ ば 全 て の ブ ドウ 品 種 の 無 核

化 が 可 能 と 考 え ら れ る ｡

そ こ で 本 研 究 で は ､ G A 3 に よ り 比 較 的 無 核 化 し 易 い
`

キ ヤ ン べ

立



ル ｡ ア -

リ
ー

'

と
`

デ ラ ウ ェ ア
'

お よ び 無 核 化 が 困 難 な
`

甲 州
'

を用 い ､ G A
｡ に よ る ブ ドウ 無 核 化 の 品 種 間 差 異 を 内 生 G A s と の 関

連 に お い て 明 ら か に し よ う と し た ｡

な お ､ こ れ ら の 研 究 は ､ 栽 培 学 的 ､ 生 理 学 的 な 面 か ら 追 求 し た

も の で あ り ､ も と よ り こ の 種 の 研 究 に は 長 い 年 月 を 要 す る も の で

あ る が ､ 文 部 科学 省 よ り 助 成 を い た だ い た 3 年 間 で か な り の 部 分

を 明 ら か に す る こ と が で き ､

一

部 は 直 ち に 実 際 栽 培 に 応 用 可 能 な

ま で に い た っ た こ と は ､ 文 部科 学 省 科 学 研 究 費 に 負 う と こ ろ が 極

め て 大 で あ り ､ 深 く 謝 意 の 意 を表 す ｡ こ こ に そ れ ら の 成 果 を 取 り

ま と め て 報 告 す る 次 第 で あ る ｡

平 成 1 5 年 5 月

研 究 代 表 者 千 葉 大 学 園 芸 学 部

教授 松 井 弘 之

近
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第 1 章
`

キ ャ ン ベ ル ｡

ア
- リ

ー

'

未熟種 子 中 の ジ ベ レ

リ ン の 同定と そ れ ら に よ る 無核化

第 1 節 緒 百

リ ン ゴ
､

ニ ホ ン ナ シ
､

ブ ドウ ､ カ キ ､
ビ ワ お よ び 核 異類 ( モ モ ､

オ ウ ト ウ ､
ス モ モ

､ ア ン ズ ､ ウ メ) な ど の 果 実は ､ 開 花 期 に ジ ベ レ

リ ン A 3 ( G A ∃) 処 理 す る こ と に よ り容 易 に 単 為結 果 ( 無核化) を誘

起 す る こ と が で き る ｡ し か し ､ 果 菜類 の ト マ ト ､ カ ボ チ ャ ､ イ チ

ゴ
､ ト ウガ ラ シ ､ 果樹 類 の イ チ ジク ､ キ ウイ フ ル

ー

ツ ､ ブ ラ ッ ク

ベ リ ー な ど で は G A 3 よ り も オ
ー

キ シ ン や サ イ トカ イ ニ ン を 処 理 し

た 方 が ､ 無 核 化 を誘 起 す る 能 力 が 高 い こ と が 知 られ て い る ｡
こ の

こ と は ､ 果 実 の 着生 お よ び発 育 に お い て ､ 前 者 は ジ ベ レ リ ン( G A s)

が ､ 後 者 は オ
ー キ シ ン あ る い は サ イ ト カ イ ニ ン が 必 要 不 可 欠 な 内

生植 物 ホ ル モ ン で あ る こ と を示 し て い る ｡ し か し ､
こ の 二 つ の グ

ル ー プ の
'

果 実 を 内部 形 態 的 な 面 か ら 比 較 す る と ､ 前 者 は 種 子 の 少

な い 果 実 で あ り ､ 後 者 は 種子 の 多 い 果 実 で あ る と い う 大き な 違 い

が み られ る ｡ す な わ ち ､ 種 子 は 内 生 植 物 ホ ル モ ン の 強 い 生 合成 場

所 で あ る こ と か ら ､
こ の よ う な 違 い が 種 子 に お け る 植 物 ホ ル モ ン

の 生 合成 量 あ る い は 生 合 成 さ れ る 種 類 に 影 響 し て い る の か も しれ

な い ｡

わ が 国 で 開 発 さ れ た G A 3 に よ る ブ ドウ の 無核 化 ( 単為結 果 の 誘

起) 技 術 は ､

`

デ ラ ウ ェ ア
'

､

`

マ ス カ ッ ト べ - リ ー

A
'

､

`

ス チ ュ

- ベ ン
'

､

`

巨 峰
'

お よ び
`

ピ オ
ー ネ

'

な ど の 品 種 に お い て 実用 化

さ れ て い る ｡
し か し ､ ブ ドウ に 対 す る 消 費者 の 要 望 は ､ 大 粒 ･ 無

核 で あ る に も か か わ らず 大 部 分 の ブ ドウ 品 種 は 有核 で あ り ､ 現 時

点 で は G A 3 処 理 に よ り 全 て の 品種 を無 核化 す る こ と は不 可 能 で あ

る ｡

著 者 ら は 以 前 の 報 告 に お い て ､ 核 異 類 の 内生 主 要 G A s は G A 3
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で な く ､ G A 3 2 で あ る こ と を報 告 した( Y a m a g u c hi ら ､ 1 9 7 0 : B u k o v a c

ら ､
1 9 7 9 : P a k s a s o r n ､ 1 9 9 5) ｡ ま た ､ 核 果 類 の 主 要 内 生 ジ ベ レ リ

ン で あ る G A 3 2 を無 受 粉 の 子 房 に 処 理 す る と ､ G A 3 よ り も極 め て 低

濃度 で ､ 全 て の 品 種 を無 核化 で き る こ と を モ モ
, オ ウ トウ , ウ メ

で 明 ら か に し た ( y u d a ら ､ 1 9 8 6 : 湯 田 ら ､ 1 9 8 8) o こ れ ら の 結 果

か ら考 え る と ､ ブ ドウ の 果 肉 や 種 子 中 の 主 要 内 生 G A s は G A 3 で あ

る の か ど う か 疑 問 が も た れ る ｡

第 2 節
`

キ ャ ン ベ ル ･ ア
-

リ
ー

'

未 熟種 子 か ら の ジ ベ レ

リ ン の 抽 出 ･ 精製 と 同定

千 葉 大 学 園 芸 学 部 の 研 究 圃場 栽植 の 1 5 年 生
`

キ ャ ン ベ ル ･ ア -

リ
ー

'

か ら 開 花 3 週 間 後 の 幼 果 を採 取 し ､ G A s の 抽 出 を行 な うま

で - 2 0 ℃ で 冷 凍貯 蔵 し た ｡ 貯 蔵 し て あ っ た 果 粒 は 果 肉 と 種 子 に 分

離 し ､ 本 実 験 に お け る G A s の 抽 出 に は 種 子 の み を用 い た ｡ 未 熟 種

子 2 K g
･ F W に 3 L の 冷 8 0 % メ ノ

ー

ル( M e O H ) を加 え て ホ モ ジ ナ

イ ズ し ､ 2 4 時 間 ､ 3 ℃ の 冷 蔵庫 中 で 抽 出 し た ｡ ろ過 後 ､ 残享査は 3 L

の 冷 8 0 % M e O H を 加 え て ､ 2 4 時 間 ､ 3 ℃ の 冷蔵 庫 中 で 再 抽 出 し

た . そ の 後 ､ 両 M e O H 抽 出手夜は ､
ロ

ー タ リ ー
･ エ バ ボ レ ー タ を用

い て ､ 4 0 ℃ の 減圧 化 で M e O H 除去 し ､ 水 層 を 1 N H C l で p H 2 . 5

に 調 整 後 ､ 酢 酸 エ チ ル( E t O A c) で 3 回抽 出 し た ｡ 酸 性 E t O A c 液 は 3

回 飽 和 重 炭 酸 ソ
ー

ダ( N a H C O 3) で 抽 出 し た ｡
N a H C O 3 液 は 6 N H C l

で p H 2 . 5 に 調 整 後 ､ E t O A c で 3 回 抽 出 し た ｡ E t O A c 液 は ロ
ー タ リ

ー
･ エ バ ボ レ ー

タ を 用 い て ､ 4 0 ℃ の 減 圧 化 で 渡縮 乾 固 し た ｡ こ れ

ら の 残撞 は 0 . 1 M リ ン 酸 緩 衝 液(p H 8 . 0) で 溶解 し ､ P V P P ( ヨo g) カ

ラ ム に チ ャ
ー ジ し ､ 3 0 0 m l の 0 . 1 M リ ン 酸 緩衝 液 で 流 出 さ せ た .

流 出幸夜は E t O A c で 3 回 抽 出後 ､
ロ

ー タ リ ー ･ エ バ ボ レ ー タ を用 い

て ､ 4 0 ℃ の 減圧 化 で 濃 縮 乾 固 し ､ 4 5 % M e O H で 溶解 し ､ S e p
- P a k

c 1 8 シ リ カ ゲ ル ･ カ ー ト リ ッ ジ ･ カ ラ ム を 通 過 さ せ ､ さ ら に 8 0 %
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M e O H で 洗 浄 後 ､ 両 者 を 合 わ せ て ､ D e v el o si1 0 D S カ ラ ム

( S e n s h u - P a k O D S 4 2 5 3 - D
,

1 0 Ⅹ 2 5 0 m m
,

4 0 ℃) に チ ャ
ー ジ し た .

0 . 1 % 酢 酸 を含 む 3 0 % か ら 1 0 0 % M e O H の 濃 度 勾 配 持 っ た 流 出 液

で 流 出 さ せ た ｡ な お ､ 流 出 液 は フ ラ ク シ ョ ン ( 画 分) あ た り 1 m l

ず つ 採 取 し ､ そ れ ら は 濃 縮後 ､ わ い 性イ ネ (
`

短 銀 坊 主
'

) で 生 物

検 定 を行 っ た ( N i s hij i m a ら ､
1 9 8 9) 0

第 1 図 は ､

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア
-

リ
ー

'

の 種 子 抽 出 物 か ら得 ら れ た

酸 性 E t O A c フ ラ ク シ ョ ン を O D S - H P L C で 分 離 し ､ わ い 性 イ ネ に

よ り生 物 検 定 を行 っ た 結果 を 示 し た ヒ ス ト グ ラ ム で あ る ｡ フ ラ ク

シ ョ ン ･ ナ ン バ ー ( 画 分番 号) N o . 1 4 - 1 5 ( Ⅰ) ､ N o . 1 8 - 1 9 ( Ⅱ) ､

N o . 2 3 - 2 5 ( Ⅲ) お よ び N o . 2 6 - 2 6 ( Ⅳ) に 強 い G A s 活 性 が 認 め ら

れ た ｡ 各 フ ラ ク シ ョ ン ･ グ ル ー プ ( 画 分群) に 含 ま れ る G A s 量 を

G A 3 当 量 に 換 算す る と ､

`

キ ャ ン ベ ル
･ ア - リ ー

'

の 種 子 2 K g あ

た り 画 分群 Ⅰ は 0 . 9 2 〃 g ､ Ⅱ は 0 .6 6 〃 g ､ Ⅲ は 2 . 0 0 〃 g お よ

び Ⅳ は 2 0 . 7 7 LL g で あ っ た .
こ の 結 果 は

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア -

リ
ー

'

未 熟 種 子 中 の 主 要 G A s は 画 分 群 Ⅳ に 存 在 す る こ と を 示 して お り ､

こ れ ら が
`

キ ャ ン ベ ル ･ ア -

リ
ー

'

の 果 粒 の 着果 や 発 育 に 重 要 な 働

き を し て い る と考 え ら れ る ｡

そ こ で ､ 最 も 活 性 が 強 か っ た 画 分 群 Ⅳ を M e O H で 溶 解 後 ､

B o n d e sil E D A カ ラ ム に 充填 し ､ 0 .5 % 酢 酸 を含 む M e O H で 溶 出 し

た ｡ 溶 出液 を蒸 発 乾 固 後 M e O H に 溶解 し ､ メ チ ル 化 後 ､ B o n d E l u t e

N H 2 カ ラ ム 通 過 さ せ ､ 流 出 物 は薄 層 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ
ー

( T L C)

に 展 著 し ､ E t A O c で 展 開後 ､ R f . 0 . 1 ごと に 分 け ､ そ れ ぞ れ を ト リ

メ チ ル 化 し た 後 ､ ガ ス ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー

･ マ ス ス ペ ク ト ロ メ ト

リ
ー ( G C - M S) で 同 定 し た ｡ なお ､ G A s の 同 定 は そ れ ら の トリ メ

チ ル エ ス テ ル の K R I 値 と M S ス ペ ク ト ル の 比 較 に よ り行 な っ た ｡

そ の 結果 ､ 画 分群 Ⅳ に は 第 1 表 に 示 し た よ う に ､ G A 4 ､ 3 - e p i
- G A 4 ､

G A 7 お よ び G A 3 4 が 同 定 さ れ ､ そ の 他 2 種 類 の G A s 用 物 質 の 存荏

が 確認 され た ｡ す な わ ち ､ 少 なく と も
`

キ ャ ン ベ ル ･ ア - リ ー

'

の

種 子 中 の 主 要 ジ ベ レ リ ン は G A 3 で な く ､ G A 4 あ る い は G A 7 と 考 え
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`

キャン ベ ル ･ ア - リ
ー

'

未熟種子におけるO D S
-

H P L C 画分の G A 活性



第1 表
`

キャン ベ ル ヴ - リ ー

'

未熟種子から同定されたG As の M e T M Si誘導体の G C / M S

デ ー タ

主要イオン( m / z) とその相対強度( % )G As 雌 E R I
y

G A 4 0 .64 - 0 .7 2 2 5 1 7 4 1 8 (t M +i ,
2 1) ,

4 0 0 (l l) ,
3 9 0 (2 0) ,

3 86 (2 3) , 3 5 S (1 2) ,

(2 5 17) 3 2 S (3 3) , 3 0 0(18) ,
2 9 6 (2 9) ,

2 8 9 (5 0) ,
2 8 4 (1 0 0) ,

26 8 (24) ,
2 6 1 (2 7) , 23 3 (4 4) ,

2 2 9 (3 6) ,
2 25 (8 4) ,

2 2 4 (9 7) ,
2 01 (3 8) ,

1 7 3 (5 8)

3 - e p i
- G A 4 0

.
6 4 ･0

.
72 2 63 3 4 1 8 (t M +i , 3 5) , 4 00 (1 8) ,

3 92 (3 8) ,
3 86 (4 6) ,

3 7 1 (3 5) ,

(2 63 2) 3 6 1 (23) ,
3 5 8 (2 4) ,

3 2 8 (30) , 3 0 0 (30) ,
2 89 (l o o) ,

2 8 4 (4 2) , 27 1 (8 7) ,
26 1 (5 0) ,

23 3 (72) ,
2 2 9 (62) ,

2 2 5 (7 0)

G A 4
-lik e 0 .6 4 -0 . 7 2 2 4 8 4 4 18 (t M +] ,

6 7) ,
3 8 7 (12) , 3 7 1 (8) ,

3 5 8 (1 5) ,
3 2 8 (1 0) ,

3 00 (22) ,
2 8 9 (10 0) ,

2 84 (3 1) , 2 68 (3 2) ,
2 6 1 (4 4) ,

2 2 9 (3 5) ,
2 2 5 (3 7) ,

21 0 (3 5)

G A 7 0 .6 4 - 0 .7 2 25 3 7 4 1 6 (【M +I ,
13) ,

3 84 (1 6) ,
3 5 6 (25) ,

3 4 1 (10) , 3 2 6 (1 0) ,

(2 53 7) 3 13 (lO) ,
2 98 (3 1) ,

2 82 (2 7) ,
2 6 9 (13) ,

2 6 7 (1 3) ,

2 4 4 (14) , 2 3 9 (1 4) ,
2 2 2 (10 0) ,

1 93 (3 0)

G A 7
- h e 0 .6 4 1 0 .7 2 25 05 4 16 (【M +I ,

7 2) ,
3 8 4 (3 4) , 3 7 2 (1 9) ,

3 56 (56) ,
3 2 6 (Ⅰ8) ,

3 12 (2 9) ,
2 9 8 (4 2) ,

2 8 2 (5 1) , 2 6 9 (3 1) ,
2 6 7 (3 1) ,

2 4 4 (2 7) ,
2 2 4 (1 00) ,

1 93 (6 9) ,
17 9 (5 1)

G A 3 4 0
.
5 1 - 0

.
6 4 2 6 70 5 0 6 (t M +1 , 1 00) ,

4 5 9 (5) ,
43 1 (5) ,

4 1 6 (9) ,
3 8 4 (5) ,

(26 7 1) 3 7 2 (6) ,
35 6 (9) , 3 11 (8) ,

28 8 (16) ,
2 8 3 (l l) ,

2 6 1 (9) ,

22 3 (l S)
z

R f値は M e 誘導体として測定した .

y G A s 標晶の K R Iは( ) 内に示した .
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られ る ｡ こ の こ と は 内 生 の G A s を用 い れ ば そ の 品 種 の 無 核化 の 誘

起 あ る い は 果 粒 の 生 長 に影 響 を及 ぼ す と 考 え られ る ｡

第 3 節
`

キ ャ ン ベ ル ･ ア
- リ ー

'

未 熟種子 か ら得 られ た

ジ ベ レ リ ン に よ る 無核化

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア -

リ
ー

'

の 種子 か ら 抽 出 ･ 精 製 され た G A s が ､

実 際 に 単為結 果 の 誘 起 に 有効 な の か どう か に つ い て
`

キ ャ ン ベ ル ･

ア - リ ー

'

と
`

デラ ウ ェ ア
'

を用 い て 調 査 し た ｡ す な わ ち ､ 両 品

種 の 開 花 約 5 日 前 に 除 雄 を行 な い ､ 受 粉 し な い よ う に 袋 掛 け し た ｡

開 花 日 に 各 画 分群 Ⅰ ､ Ⅱ ､ Ⅲ お よ び Ⅳ を 5 0 % E t O H で 溶 解 し ､

小 果 あ た り 1 〃1 ず つ 第 2 表 に 示 し た 濃度 で 子 房 に 処 理 した ｡ な

お ､

一

部 の 処 理 区 で は 1 週 間 間 隔 で 2 回 ま た は 3 回 追処 理 し た ｡

そ れ ぞ れ の 処 理 液 に 峠 ､ 展 着 剤 と して A tl o x B I ( 花 王 株 式 会社 ･

東 京) を o .1 % 含 ん で い る ｡ 第 1 回 目 の 処 理 後 は ､ 1 週 間 間 隔 で 果

径 調 査 を行 な い ､ 収 穫 期 に は 果 粒 重 を 測 定 し ､ そ の 効果 を比 較 し

た ｡ こ の 結 果 ､ 第 2 表 に 示 し た よ う に ､ い ず れ の 画 分 群 の G A s 処

理 に お い て も 無核化 ( 単為 結果) を誘 起 し た ｡ 初期 の 果粒 生 長 を

比 較す る と 画 分群 Ⅱ ､ Ⅲ お よ び Ⅳ は核 分 群 Ⅰ よ り も優 っ て い た ｡

こ の 傾 向 は 収 穫 期 ま で 変 わ ら な か っ た ｡

一 方 ､ 画 分群 Ⅱ ､ Ⅲ お よ

び Ⅳ の 果 粒 生 長 は ､ 生 長 第 2 期 ま で は 全 く 差 が み られ な か っ た が ､

生 長 第 3 期 に 入 る と 画 分群 Ⅲ の 果 粒 生 長 が 鈍 く な り ､ 収 穫前 に な

る と 画 分群 Ⅱ の 果粒 生 長 も 遅く な り ､ 結 局 収穫果 の 果粒 重 は Ⅳ >

Ⅱ > Ⅲ > Ⅰ の 順 に 大 き く な っ た( 第 2 図) ｡

`

キ ャ ン ベ ル
･ ア -

リ
ー

'

の 無 画 化 誘 起 に 及 ぼ す G A 3 と 画 分 群 Ⅳ の 濃 度(1 ,
2 お よ び 5 n g

G A ∃ e q ./ 子 房) の 影 響 を 比 較す る と ､ G A 3 と 画 分群 Ⅳ の 両 処 理 と も

に 濃度 の 増加 に 伴 っ て 果 粒 重 が 直線 的 に 増 加 した ｡ 低濃度 の 1 お

よ び 2 n g で は 明 ら か に 同濃 度 の G A 3 よ り も 果粒 重 が優 っ て い た ｡

し か し ､ 5 n g で は 両 者 間 で 差 異 が み られ な く な っ た ｡
こ の こ と は ､
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第2 表
`

キャン ベ ル ･

ア
- リ

ー
'

未熟種子から抽 出したG A 様物 質

処理が
`

キャン ベ ル ･ ア - リ ー

'

および
`

デラウェ ア
'

の単為

結果誘起に及ぼす影響

処 理 区
一

浪 度 果粒童

画 分 群 ( m g.
G A 3当量/L) 処理回数 ( g)

`

キャン ベ ル ･ ア
-

リ
ー

'

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

2

2

2

I

2

5

2

2

2

2

2

2

1 .
6 3

2 .6 9

2 .3 4

2 . 63

3 .3 3

3 ･

.
7 0 ･

- - 1 一 - 1 一 - I - - ■ ■ ■■ - - - I - - - 一 - ■ ■ ■ ■ I II t - - - 1 一 - - ■ ■ ■ ■
■

■
一

■ -
■←

■
←

■
●
■

l I
P

- - I - 一 - - - - - ■l- - - I - I - - - - 1 - I l l - - - - 一 - ■ ■ - - - ■■ ■ ■ - ■ ■ 一 ● 一 一 - - ■ ■ I I 一

項晶G A a 1 2 1 .8 1

2 2 2 :8 4

5 2 3 .7 3

つ
ム

2

2

l

†
ム

つ
J
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第2 図
`

キャン ベ ル ･ ア
-

リ
ー

'

未熟種子から抽出したG A 活性を有するO D S JH P L C 画分群

処理 により単為結果した
`

キャン ベ ル ･ ア - リ ー

'

果粒 の生長曲線
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G A 3 よ り も画 分 群 Ⅳ に含 まれ て い る G A s の 方 が低 濃度 で 無核 化 を

誘 起 で き る こ と を示 し て い る も の の ､ 核 分 群 Ⅳ に は ま だ 多 く の 不

純 物 を 含 ん で い る こ と を 示 唆 し て い る ｡ し た が っ て ､ さ ら に 精 製

す る こ と に よ り低 濃度 で 無核 化 の 誘 起 が 可 能 と 考 え られ る ｡

第 4 節 考 察

K iy o k a w a ら ( 1 9 7 2) は モ モ の 単 為 結 果 の 誘 起 を試 み ､ G A 4 . 7 で

は い ず れ の 品 種 で も 無 核 化( 単為 結果) の 誘 起 が 困難 で あ っ た が ､

G A 3 で は か な り の 品 種 で 無 核 化 の 誘 起 が 可 能 で あ っ た ｡ し か し ､

`

布 目
'

､

`

倉 方
'

お よ び
`

高陽 白 桃
'

で は 無 核 化 を誘 起 で き な か

っ た .

一 方 ､ 核 果 類 の 未熟種 子 中 の 内 生 G A s の 抽 出 ･ 精 製 ･ 同 定

が ､ す で に 実 施 さ れ て お り ､ モ モ ( Y a m a g u c b i ら ､
1 9 7 0) ､

ア ン ズ

( c o o m b e ら ､ 1 9 7 0) ､ 酸 果 オ ウ トウ ( B u k o v a c ら ､ 1 9 7 9) ､ ウ メ

(P a k s a s o r n ら ､ 1 9 9 5) で は ､
い ずれ も G A 3 2 が 主 要 G A s で あ る こ と

が 報告 され て い る ｡

Y u d a ら ( 1 9 8 6
,
1 9 8 8) は G A 3 で 無 核 化 の 誘 起 が 困 難 と され て い

た モ モ
`

高 陽 白桃
'

に G A 3 2 を 処 理 した 結 果 ､ G A 3 よ り も低 濃度( 1/1 0

- 1/ 1 0 0) で 無核 化 の 誘 起 が 可 能 で あ る こ と を 明 ら か に した ｡ ま た ､

ウ メ や 酸 果 オ ウ ト ウ で も モ モ と 同様 に 低 濃 度 で 無 核化 を誘 起 で き

る こ と を示 し た ｡ さ ら に ､ 酸 果 オ ウ トウ で は 未 熟種 子 中 に 存在 す

る G A 3 2 以 外 の G A s で あ る G A 3 0 ､ G A 8 6 お よ び G A 87 で 無核 化 の 誘

起 を 試 み た と こ ろ ､
い ずれ の G A s で も G A 3 2 と 同 等 の 効果 が 得 ら

れ た ｡ D e n ni s ら ( 1 9 6 6 ､ 1 9 6 7) は ､ リ ン ゴ の 場 合 G A 4 と G A 7 で 無

核 化 が誘 起 され る が ､
G A 3 で は 困難 で あ る こ と ､ さ ら に リ ン ゴ の

未 熟種 子 に は ､ こ れ ら の G A s が存 在す る こ と を 明 ら か に し て い る ｡

こ れ ら の い ず れ の 結果 も ､ 内 生 G A s が 無 核 化 の 誘 起 に 有 効 で あ る

こ と を示 唆 し て い る と 言 え る ｡

わ れ わ れ は ､

`

キ ャ ン ベ ル
･ ア - リ ー

'

の 未 熟種 子 中 か ら G A s を

9



抽 出 し ､ O D S - H P L C で 精 製 し た結 果 ､ 4 画 分群 ( Ⅰ ､ Ⅱ ､ Ⅲ ､ Ⅳ)

で 強 い O A s 活 性 が認 め られ た ｡ こ れ ら を 除雄 し た 小 花 の 子 房 に 1

- 5 n g ( G A 3 当 量) 処 理 し た と こ ろ
`

キ ャ ン ベ ル ･ ア - リ ー

'

で

も
`

デ ラ ウ ェ ア
'

で も 同 様 の 効果 が得 ら れ ､ し か も G A 3 よ り も低

濃 度 で 効果 が 得 られ る こ と が 判 明 し た ｡ 特 に ､ 画 分 群 Ⅳ の 活 性 が

極 め て 高 か っ た ｡ こ の 画 分 群 の 中 の G A s を 同 定 し た と こ ろ ､ G A 4 ､

3 - e pi
- G A 4 ､ G A 7 お よ び G A 34 が存在 し た ｡ 明 ら か に

`

キ ャ ン ベ ル ･

ア - リ
ー

'

の 種 子 中 の 主 要 G A s は G A 3 で な い こ と を 示 し て い る ｡

こ れ ら の 結 果 は ､ ブ ドウ の 品 種 全 て を 無 核 化 で き な い の は ､ G A ∃

を 使 用 し て い る た め で あ る こ と を示 し て お り ､ も し 内 生 の 主 要

G A s を使 用 す れ ば ､ 無核 化 が 可 能 と な る か も しれ な い ｡

1 0



第 2 章 G A
3 ､

G A
4 お よ び G A

7 に よ る
`

キ ャ ン ベ ル ･

ア
- リ ー

'

､

`

デ ラ ウ ェ ア
'

お よ び
`

甲 州
'

の 無 核 化

第 1 節 緒 音

実 際 栽 培 に お い て ､

`

デ ラ ウ ェ ア
'

お よ び
`

マ ス カ ッ ト ･

べ - リ ー

A の 無 核 化 は 開 花 約 2 週 間 前 と 開 花 約 1 0 日 後 の 2

回 ､ 1 0 0 p p m G A
3 溶 液 に ､ ま た

`

巨 峰
'

で は 開 花 期 の 1 回 あ

る い は 開 花 期 と 開 花 約 1 0 日 後 の 2 回 2 0 - 2 5 p p m G A
3 溶 液

に 花 房 ま た は 果 房 を 浸 漬 処 理 す る こ と に よ り 行 な わ れ て い

る ｡ 前 章 に お い て 明 ら か に さ れ た よ う に ､

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア

-

リ ー

'

未 熟 種 子 か ら の 抽 出 物 を H P L C で 画 分 後 ､ G A s 活 性

を 有 す る 4 画 分 群 ( Ⅰ ､ Ⅱ
､

Ⅲ お よ び Ⅳ) を
`

キ ャ ン ベ ル ･

ア - リ ー

'

と
`

デ ラ ウ ェ ア
'

の 子 房 に 処 理 し た 結 果 ､ い ず

れ も 無 核 化 を 誘 起 し た
｡ 特 に ､ 画 分 群 Ⅳ ( N o . 2 7 - 2 8) は 標

品 の G A 3 よ り も 強 い 活 性 を 示 し た ｡ そ こ で こ の 画 分 群 中 の

G A s を G C
-

M S で 同 定 し た 結 果 ､ G A
4 ､ 3

-

e p i - G A
い G A 7 お よ び

G A 3 4 の 存 在 が 確 認 さ れ た ｡

そ こ で 本 研 究 で は ､ 植 物 に 対 し て 強 い 生 理 活 性 を 有 す る

G A
4 お よ び G A 7 と ､ 従 来 か ら 慣 行 的 に 使 用 さ れ て い る G A 3 を

用 い て ､

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア - リ ー

'

､

`

デ ラ ウ ェ ア
'

お よ び
`

甲

州
'

対 す る そ れ ら の G A s の 無 核 化 誘 起 効 果 を 比 較 し た ｡

第 2 節 G A
3 ､

G A
4 お よ び G A

7
に よ る 無 核 化

実 験 材 料 に は ､ 千 葉 大 学 園 芸 学 部 研 究 圃 場 栽 植 の
`

キ ャ

ン ベ ル ･ ア
-

リ
ー

'

( 1 8 年 生) ､

`

デ ラ ウ ェ ア
'

( 1 0 年 生) お

l l



よ び 山 梨 大 学 ワ イ ン 科 学 研 究 セ ン タ ー

附 属 育 種 試 験 地 栽 植

の
`

甲 州
'

( 1 5 年 生) を 供 試 し た ｡ 各 品 種 と も に 1 回 目 の

G A s 処 理 前 に 副 穂 ( 岐 肩) を 除 去 し ､

`

キ ャ ン ベ ル ･

ア
- リ

ー

'

で は 副 穂 よ り 下 の 小 花 穂 ( 支 梗) を 2 段 切 除 し た ｡ ま

た ､ 2 回 目 の G A s 処 理 後 は 各 品 種 と も に 摘 心 ､ 2 番 枝 除 去 な

ど の 栽 培 管 理 は 慣 行 法 に し た が っ て 実 施 し た ｡

各 種 G A s の 処 理 区 は 第 3 表 に 示 し た
｡ 実 験 に 用 い た 各 G A s

は 少 量 の 1 0 0 % M e O H で 溶 解 後 に 定 容 に 希 釈 し た ｡ 各 処 理 液

に は 展 着 剤 と し て 0 . 1 % A t l o x B I を 加 用 し た ｡ 各 品 種 と も

に 開 花 約 2 週 間 前 と 開 花 約 1 0 日 後 の 2 回 ､ 花 ( 果) に 房 浸

漬 処 理 し た ｡ 実 験 に 用 い た 花 ( 果) 房 数 と 総 数 は ､

`

キ ャ ン

ベ ル ･ ア -

リ ー
'

で は 新 梢 あ た り 1 花 ( 果) 房 で 1 0 花 ( 果)

房 ､

`

デ ラ ウ ェ ア
'

で は 新 梢 あ た り 2 花 ( 果) 房 で 2 0 花 ( 果)

房 お よ び
`

甲 州
'

で は 新 梢 あ た り 1 花 ( 果) 房 で 1 2 - 1 5 花

( 果) 房 と し た･ ｡

各 G A s 処 理 が 着 粒 率 に 及 ぼ す 影 響 を 調 査 す る た め ､ 1 回

目 の 処 理 後 に 袋 掛 け し ､ 着 粒 が 安 定 す る 開 花 4 週 間 後 に 袋

を 取 り は ず し ､ 袋 内 に 落 下 し た 果 粒 数 を 調 査 し た ｡ ま た ､

収 穫 時 に 果 房 あ た り の 着 粒 数 を 調 べ
､ そ れ ら か ら 着 粒 率 を

求 め た ｡ さ ら に ､ 収 穫 時 に は 果 房 長 ､ 果 粒 重 お よ び 果 粒 あ

た り の 種 子 数 を 調 査 し た ｡

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア - リ ー

'

､

`

デ ラ ウ ェ ア
'

お よ び
`

甲 州
,

に 対 す る G A s 処 理 が 収 穫 時 の 諸 形 質 に 及 ぼ す 影 響 を 第 4 表

に 示 し た o

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア
-

リ ー

'

に お い て ､ 1 0 0 p p m G A
3

処 理 区 お よ び 7 5 p p m G A
3 処 理 区 の 無 核 果 粒 率 は 7 1 . 3 % と

7 5 ･ 4 % で ､ 両 者 間 で 有 意 な 差 は み ら れ な か っ た ｡ し か し ､

5 0 p p m G A
3 で は 5 0 ･ 1 % と 著 し く 低 く な っ た ｡

1 0 0 p p m G A s

処 理 区 間 で 無 核 果 粒 率 を 比 較 す る と G A
4 処 理 区 で は G A

3 処 理

区 と 大 差 な か っ た が ､ G A
7 処 理 区 で は 9 5 . 7 % と 著 し く 高 く

な っ た ｡ 着 粒 数 は G A
3 と G A 7 処 理 区 間 で は ほ ぼ 同 じ 値 を 示 し

1 2



第3 表 3 品種 に対するG A 3 ､ G A 4 およびG み の 浸漬処理濃度

処理 区 品 種

G A s

濃度

(p p m)
'

キャン ベ ル ･ ア -

リ
ー

' `

D el a w a r e
' '

甲州
'

G A
3

3 0 0

2 0 0

1 0 0

7 5

5 0

G A
4 1 0 0

G A 7 1 0 0

無処理

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0



q

ト
.

6

寸
N

q
t
2

れ
.

〇
6

Z

t
!

6
'

卜
6

N

q
t

!

卜
.

6
卜

N

t
!

寸
.

t
o

m

q
t
!

t
.

N
8

N

d

寸
.

8
t

l

t
!

t
.

M
N
l

t
!

m
.

9

〓

t
2

1

.

れ
t

t

t
2

N
.

M
N
t

鵡

卜
'

卜
t

l

q

れ
.

t

9
1

d

寸
.

寸
8
1

q

8
.

卜
れ
t

q
B

寸
.

S
卜
l

t
!

卜
.

8
8
1

d

9
'

M
8
1

(
t
L
(

t

n
)

畔
雌
蝶
官
許

.

す
g'

心
7

り

岬

戚
e

棚
佃
悼
㌣
n
(

て
n

O

[.
れ

り
小

臣
エ
J

(

て
ト

ト
n
(

ト
C2(
a
:
]

蝋
㌣
思

せ
t

]
d

d

-
匝

.

訂

7
り
心

地
磐
淵
噛
e
∴

求
∴

#
:

z

.

;
j
′

ユ

E

y

心
S

V
D
リ

匡
巾

)

静
思
皿

回
Z

7

E
l

亙
l

d

6
卜

.

寸

3

S

6
.

E

U

M

6
'

M

U

8
8

'

M

3
q

卜
N

.

寸

q
t
!

れ

寸
.

寸

t
2

1
.

8

寸

q

N
.

れ

N

q
t
!

6
.

叫
M

q
t
!

6
'

N
M

也

E
'

寸
寸

q

m
.

8

N

也

S

6
.

I

3
q

N
N

l

q

M

M
.

I

3

N
O

'

t

3

N
O

.

I

3

q

8
〇

'

t

p

S
.

M

P
3
q

寸
.

9
1

P
3

卜
.

N
l

d

0
.

t

M

3

q
t
!

6
.

れ

N

q
t
!

6
.

卜
N

'

J

+
[

,

E
E
l

,

J ⊃ J ⊃
, J⊃ O J 〕 亡d

⊂) ロ＼ 寸 ○ヽ m N
m ぐ｢ 寸 o O ぐ｢ 卜

▼
- 1 ▼

, . ･1 1 T - ⊂) †
- ･t {

cd (d (d 亡8 c d 亡8

⊂) 0 0 ⊂) ⊂) ＼D 寸

LJ ｢ l′) M IJ
'

1 0 0 (X )

卜 C C ＼
､ 凸 ＼

.D O O 卜

t
!

L

N
.

I

P

t

O
'

O

p
3

M
O

.

0

q

爪

m
.

0

3
q

寸
N

'

O

P
3

9
〇

'

〇

p

S
'

O

d

M
.

6
6

t
!

N
.

卜
6

3

M
.

N
卜

3
q

8
'

8

卜

q
t
!

〇
'

寸
6

i

,
.

(_
.

i
.

:

I
:

)
J

1
;

]

i
･

一

t
!

0
6

'

寸

q

9
6

'

E

q

1

8
.

t

q

8
卜

.

M

q

1

6
'

m

q
t
!

6
〇

.

寸

i

i

i

h

糊
塗
蝶
雪
駄

q
t
!

卜
.

寸
6

q
t
!

〇
'

れ

6

3

∞
.

N
寸

t
2

卜
.

8
6

3
q

t
'

t

9

d

8
.

M

o
†

(

畢
)

藤
並
鞭
骨
幹

t
!

8
S

'

N

q

れ

〇
'

O

q

N
S

.

0

q

M

ト
.

0

q

S

寸
.

0

q

卜
S

.

0

(

畢
)

轟
小
鰭
督
餅

3

8
'

O

d

8
'

S

6

q
t
!

卜
.

れ

9

q

t
'

〇
れ

q
t
!

寸
.

れ

ト

z

q
t
!

M
'

t

ト

i
i
i
i

i
i

i

掛
7

#

咲
軽
部

叫

Li

h
7h
]

:

rJ
i

l
:

0
0
t

O

O
1

0
S

e

n
O
O
t

e

v
D

(

u
[

d
d
)

#
#

s

v
D

(

-
ユ

ー
ト

･

n
/

て
∴
㌢

舟
)

世
J

]t
] J

]

凶
酎
或

静
銀
+
態
蝿
り

岩
y

慾
巌
e
世
増

芯
｣

t

f
芯
酎
或
紫
斑
e

L

v
D
y

*
)

T

鴇
&

V
D

′

f

v
D

僻
寸

綜



た が ､ G A 4 処 理 区 で は 著 し く 少 な く な っ た ｡ 果 粒 重 は G A
3

の

濃 度 が 高 い ほ ど 重 く な る 傾 向 が み ら れ た が ､ G A s 処 理 区 間

で 有 意 な 差 は 認 め ら れ な か っ た ｡

`

デ ラ ウ ェ ア
'

で は ､ 1 0 0 p p m G A
3 処 理 区 の 無 核 果 粒 率 が

9 4 ･ 0 % で あ っ た が ､ 処 理 渡 度 が 低 く な る に 伴 い 低 下 し ､ 7 5

p p m G A ｡ と 5 0 p p m G A
3

の 処 理 区 で は 7 8 . 8 % と 7 2 . 3 % で あ っ

た ｡ し か し ､ 1 0 0 p p m G A
4 お よ び 1 0 0 p p m G A

7
の 処 理 区 の 無

核 果 粒 率 は ､ そ れ ぞ れ 9 7 . 2 % と 9 9 . 3 % と 高 く な っ た ｡ す べ

て の G A s 処 理 区 の 着 粒 数 は 6 3 - 8 9 粒 で ､ 処 理 区 間 で 差 は な

か っ た ｡ ま た ､ 果 粒 重 は 1 0 0 p p m G A
4 処 理 区 で 0 . 8 9 g と 著

し く 軽 か っ た が
､ そ の 他 の 処 理 区 で は 1 . 3 0 - 1 . 4 4 g で 違 い

は み ら れ な か っ た ｡

`

甲 州
'

で は ､ 1 0 0 p p m G A
3 処 理 区 の 無 核 果 粒 率 が 3 1

.
0 %

と 他 の 2 品 種 に 比 べ て 著 し く 低 か っ た ｡ ま た ､ 2 0 0 p p m お

よ び 3 0 0 p p m . G A
, に 処 理 濃 度 を 高 く し て も 無 核 果 粒 率 は そ

れ ぞ れ 2 5 ･ 9 % と 2 7
. 9 % で 1 0 0 p p m G A

3 処 理 区 と 大 差 な か っ

た ｡ さ ら に ､ 他 の 2 品 種 で は 1 0 0 p p m G A 4 あ る い は 1 0 0 p p m

G A
7 処 理 区 で 無 核 果 粒 率 が 1 0 0 p p m G A 3 処 理 区 よ り 高 く な っ

た が ､

`

甲 州
'

で は 逆 に 1 2
. 7 % と 1 6 . 4 % に 減 少 し た･

｡ 着 粒

数 は 2 0 0 p p m G A 3 処 理 区 で 約 4 5 粒 と 最 も 高 く な っ た が ､ 3 0 0

p p m G A 3 や 1 0 0 p p m G A
7 処 理 区 で は 著 し く 低 く な っ た ｡ 果 粒

重 は G A 3 の 処 理 濃 度 が 高 く な る ほ ど 重 く な っ た が
､

1 0 0 p p m

G A
3 ､ G A

4 お よ び G A 7 処 理 区 間 で は 差 異 が 認 め ら れ な か っ た ｡

第 3 節 G A
3 ､ G A

4 お よ び G A
7 に よ る 花 粉 発 芽 - の 影

響

G A
3 は

`

デ ラ ウ ェ ア
'

の 花 粉 の 発 芽 率 を 抑 制 す る こ と が 知

ら れ て い る ｡ そ こ で ､ G A
3 ､

G A
4 お よ び G A 7 処 理 が 花 粉 の 発 芽
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に 及 ぼ す 影 響 を 調 査 す る た め ､ 開 花 時 に
`

キ ャ ン ベ ル ･ ア

-

リ
ー

'

､

`

デ ラ ウ ェ ア
'

お よ び
`

甲 州
'

の 1 0 0 p p m G A s 処

理 区 か ら 花 粉 を 採 取 し ､ 乾 燥 条 件 下 ､

-

2 0 ℃ で 貯 蔵 し た ｡

適 宜 ､ 保 存 し て あ っ た 花 粉 を 取 り 出 し ､ シ ョ 糖 2 0 % を 含 む

1 % 寒 天 培 地 上 に 置 床 後 ､ 2 5 ℃ の 条 件 下 で 8 時 間 放 置 し ､

コ ッ ト ン ブ ル
.

- で 染 色 後 ､ 光 学 顕 微 鏡 下 で 発 芽 数 を 調 査 し

た ｡ な お ､ 花 粉 管 が 花 粉 粒 の 2 倍 以 上 に 伸 長 し た も の を 発

芽 と み な し た ｡

1 0 0 p p m G A
3 ､ 1 0 0 p p m G A 4 お よ び 1 0 0 p p m G A

7 処 理 区 に お

け る 3 品 種 の 開 花 期 の 花 粉 発 芽 率 を 第 5 表 に 示 し た ｡

`

キ ャ

ン ベ ル ･ ア - リ ー

'

で は ､ 無 処 理 区 の 花 粉 発 芽 率 が 1 0 . 6
0
/o

で あ る の に 対 し て ､ い ず れ の G A s で 処 理 し て も 1 % 以 下 に

低 下 し た ｡

`

デ ラ ウ ェ ア
'

で は ､ 無 処 理 区 の 花 粉 発 芽 率 が 約

3 % と 低 か っ た も の の ､ 各 G A s を 処 理 す る こ と に よ り 0 . 4 %

以 下 に 減 少 し た ｡ し か し ､

`

甲 州
'

で は ､ 無 処 理 区 の 花 粉 発

芽 率 が 約 2 4 % と 他 の 2 品 種 よ り 高 く ､ 1 0 0 p p m G A 3 ､ 1 0 0 p p m

G A
4 お よ び 1 0 0 p p m G A 7 処 理 に よ り 花 粉 発 芽 率 は 低 下 す る も

の の
､ そ の 低 下 率 は 鈍 く ､ そ れ ぞ れ 5

. 4 % ､ 7 . 7 % ､ 1 3 . 3 %

で あ っ た ｡

第 4 節 考 察

元 村 ら( 1 9 8 2 ､ 1 9 9 4) は ､

`

デ ラ ウ ェ ア
'

お よ び
`

キ ャ ン ベ

ル ･ ア - リ ー

'

を 無 核 化 す る 場 合 に G A 3 処 理 を 行 う と
､

処

理 後 果 粒 中 の G A s ( G A S) の 消 失 時 間 が 2 品 種 間 で 差 が あ

る こ と を 示 し た ｡ も し ､ こ の こ と が 無 核 果 粒 率 に 影 響 す る

な ら ば ､ G A 3 に よ り 無 核 化 し 易 い 品 種 に は 低 濃 度 の G A 3 を ､

無 核 化 が 困 難 な 品 種 に は 高 濃 度 の G A 3 を 処 理 す れ ば 無 核 果

粒 率 に 変 化 が 生 じ る と 考 え ら れ る ｡ 本 実 験 に お い て
`

キ ヤ
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第5 表 G A
3 ､ G A

. および G A
7
の 浸漬処理がブドウ3 品種 の花 粉の 発芽に及 ぼす

影響(%)

処理区 品 種
`

キャン ベ ル ･ ア - リ
ー

フ `

デラウ ェ ア
' `

甲州
'

G A 3 1 0 0 p p m l ･ 1 b
z

G A 4 1 0 0 p p m 1 .3 b

G A 7 1 0 0 p p m 0 .9 b

無処理 3 5 .4 a

0 .5 b

0 .5 b

0 . 8 b

2 0 .7 a

8
. 9 c

1 0 .4 c

2 2 . 1 b

4 1
.
8 a

z

: ダ ン カ ン の 多重検定により､ 同
一 品種内で異なるア ル フ ァ ベ ット間に5 % レ ベ ル で

有意差 のあることを示す.
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ン ベ ル ･ ア - リ ー

'

や
`

デ ラ ウ ェ ア
'

に 対 し て G A 3 の 処 理

濃 度 を 低 く し た 場 合 ､ G A 3 の 濃 度 が 低 く な る に 伴 い
､ 無 核

果 粒 率 が 低 下 す る 傾 向 が み ら れ た ｡ こ の 結 果 は ､ 逆 に 処 理

濃 度 を 高 く す る こ と に よ り ､ 無 核 果 粒 率 を 高 く す る こ と が

で き る こ と を 示 唆 し て い る ｡ し か し ､ 無 核 化 が 困 難 な
`

甲

州
'

で は G A 3 の 処 理 濃 度 を 高 く し て も 無 核 果 粒 率 は 高 く な

ら な か っ た ｡ し た が っ て
`

甲 州
'

の 場 合 ､ G A 3 の 濃 度 が 無

核 果 粒 率 に 関 係 し て い る と は 考 え ら れ な い
｡

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア - リ ー

'

に お い て 1 0 0 p p m G A 3 溶 液 を

開 花 前 後 に 2 回 処 理 し た 場 合 に ､ 村 西( 1 9 6 8) お よ び 井 上 ら

( 1 9 6 1) は ､ 9 5 % 以 上 の 無 核 果 粒 率 が 得 ら れ る と 報 告 し て い

る ｡

一

方 ､ 同 品 種 を 用 い た 横 沢 ら( 1 9 6 1) の 調 査 で は ､ 無 核

果 粒 率 は 6 0 % 程 度 で 低 か っ た ｡ 本 実 験 で の 結 果 で は ､ 無

核 果 粒 率 は 約 7 1 % と 村 西( 1 9 6 8) ､ 井 上 ら( 1 9 6 1) お よ び 横

沢 ら( 1 9 6 1) ら の 報 告 よ り も 低 か っ た ｡ M o t o m u r a ら( 1 9 7 8)

は ､ G A 3 の 処 理 時 期 が 無 核 果 粒 率 に 著 し く 影 響 す る と 述 べ

て お り ､ 本 実 験 で は 処 理 時 期 が や や 遅 れ た 可 能 性 が 考 え ら

れ る ｡ し か し ､ G A 4 や G A 7 を 処 理 し た 場 合 ､ 無 核 果 粒 率 は

G A 4 処 理 区 で は G A 3 処 理 区 と の 差 は み ら れ な か っ た が ､

G A 7 処 理 区 で は G A 3 よ り 著 し く 高 く な っ た ｡ 第 1 章 で 示 し

た よ う に ､

`

キ ャ ン ベ ル
･ ア - リ ー

'

の 主 要 内 生 G A s は G A 4

と G A 7 で あ り ､

`

デ ラ ウ ェ ア
'

で は G A 3 処 理 よ り も G A 4 お

よ び G A 7 を 処 理 し た 方 が 無 核 果 粒 率 を 高 め る こ と が で き た ｡

特 に ､ G A 7 の 無 核 化 効 果 が 高 か っ た ｡ し た が っ て ､

`

デ ラ ウ

ェ ア
'

の 場 合 も 主 要 内 生 G A s は G A 3 で は な く ､ G A 4 あ る い

は G A 7 と 推 察 さ れ た ｡ こ の こ と は ､ 無 核 果 形 成 に は ､ 主 要

内 生 G A s 処 理 が 有 効 で あ る こ と を 示 し て い る ｡

一 方 ､

`

甲 州
'

に お い て ､ 岸( 1 9 7 3) は G A 3 の 1 回 目 処 理

の 好 適 処 理 時 期 を 7 年 生 の 幼 木 で 検 討 し た 結 果 ､ 無 核 果 粒

率 は 満 開 1 0 日 前 の 1 0 0 p p m 処 理 に お い て 7 2 . 1 % と 最 も 高
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く ､ 満 開 9 日 前 の 3 0 0 p p m 処 理 で 9 2 . 8 % と な っ た が ､ そ

れ よ り 早 い 時 期 の 処 理 で は い ず れ の 濃 度 で も 無 核 果 粒 率 は

低 下 す る と 報 告 し て い る ｡ ま た ､ G A 3 以 外 の G A s と し て ､

主 要 成 分 が G A 7 で あ る ジ ベ レ リ ン N G 5
･

1 を 満 開 1 2 日 前 に

処 理 し た 場 合 ､ 無 核 果 粒 率 は 6 6 . 1 % で あ っ た と 報 告 し て

い る ｡ し か し ､ そ の 後 の 多 く の 調 査 に よ る と ､ G A 3 処 理 で

は
`

甲 州
'

の 無 核 化 は 困 難 で あ る と さ れ て い る ｡ 本 実 験 で

は ､ 1 0 0 p p m G A 3 処 理 の 無 核 果 粒 率 は 3 1 . 0 % で 最 も 高 か

っ た が ､ G A 3 の 2 0 0 p p m ､ 3 0 0 p p m 処 理 や G A 4 ､ G A 7 処 理

で は そ れ よ り も さ ら に 低 下 し た ｡ 結 果 的 に 本 実 験 の 処 理 時

期 が 満 開 1 6 日 前 と な っ た こ と か ら ､ 処 理 時 期 が 早 す ぎ た こ

と も 無 核 果 粒 率 の 低 下 に 関 係 し た と も 考 え ら れ る が ､

一

般

に G A 3 処 理 は ､ 時 期 が 早 く な る ほ ど 果 房 が 長 く な り ､ 無 核

果 粒 率 が 高 く な る こ と が 知 ら れ て い る の で ､ G A s の 処 理 時

期 が 早 か っ た こ と だ け が ､ 無 核 果 粒 率 の 低 下 を 引 き 起 こ し

た と は 考 え ら れ な い ｡ 1 0 0 p p m G A 4 お よ び 1 0 0 p p m G A 7

処 理 で は ､ 1 0 0 p p m G A 3 処 理 以 上 の 効 果 が 得 ら れ な か っ た

こ と は ､ 岸( 1 9 7 3) に よ る 結 果 と
一 致 し て い る o し た が っ て ､

`

甲 州
'

で は ､

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア - リ ー

'

の よ う に G A 4 あ

る い は G A 7 が 主 要 内 生 G A s で は な い 可 能 性 が 示 さ れ た ｡

G A s に よ る 果 粒 の 肥 大 に 及 ぼ す 影 響 は ､

`

キ ャ ン ベ ル
･ ア

-

リ
ー

'

で は ､ G A 3 の 処 理 濃 度 の 低 下 に 伴 い 果 粒 重 が 低 下

す る 傾 向 が み ら れ ､

`

甲 州
'

で は G A 3 の 処 理 濃 度 を 高 く す

る と 肥 大 が 促 進 さ れ ､ G A 3 に よ る 影 響 が み ら れ た ｡ こ の こ

と か ら 無 核 化 の 誘 起 に 関 係 す る G A s と そ の 後 の 肥 大 に 関 係

す る G A s が 異 な っ て い る 可 能 性 が 考 え ら れ た ｡

王 ら( 1 9 9 3 a
､

ち) は ､ 無 核 品 種 の
`

ヒ ム ロ ッ ド ･ シ
ー ド レ

ス
'

や
`

無 核 白
'

お よ び
`

モ ヌ ツ カ
'

で は ､ 満 開 時 に 腔 が

退 化 し 始 め て い る こ と を 示 し ､ そ の 原 因 と し て 高 波 度 の

G A s や I A A 様 物 質 に よ り月杢 の 発 育 が 進 み す ぎ た た め で あ る
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こ と を 示 唆 し た ｡ ま た ､ 中 川 ら( 1 9 9 6) は
`

デ ラ ウ ェ ア
'

の

内 壁 細 胞 の 分 裂 停 止 期 は 満 開 1 1 日 後 で あ り ､ 大 粒 あ る い は

晩 生 品 種 で あ る ほ ど 細 胞 分 裂 期 は 長 期 間 続 く こ と を 明 ら か

と し て お り ､ そ れ 以 降 の 果 粒 の 肥 大 は 細 胞 肥 大 に よ る と こ

ろ が 大 き い と 述 べ て い る ｡ 本 実 験 で ､

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア
-

リ

ー

'

と
`

デ ラ ウ ェ ア
'

に 対 す る G A 3 お よ び G A 7 処 理 で は ､

高 い 無 核 果 粒 率 と 肥 大 促 進 効 果 を 示 し た .

一 方 ､ G A 4 処 理

で は 無 核 果 粒 率 は 高 い が ､ 果 粒 重 は 著 し く 軽 く な っ た ｡ ま

た ､ G A 4 に よ る 肥 大 促 進 効 果 は 細 胞 分 裂 期 が 最 も 早 く 終 わ

る と 考 え ら れ る 小 粒 品 種 の
`

デ ラ ウ ェ ア
'

で 明 ら か に 低 い

こ と か ら ､ G A 4 の 無 核 化 作 用 は G A 3 お よ び G A 7 と 同 様 で あ

る が ､ 細 胞 の 肥 大 に 対 す る 作 用 は 小 さ い 可 能 性 が 考 え ら れ

た ｡

G A 3 処 理 に よ る 無 核 果 形 成 の 要 因 と し て ､
1 回 目 の 処 理

に よ り 花 粉 が 生 理 的 異 常 を 起 こ し ､ 発 芽 率 を 低 下 さ せ る こ

と が 知 ら れ て い る ｡ す な わ ち ､ 村 西 ら( 1 9 6 8) は
`

デ ラ ウ ェ

ア
'

で ､ 板 倉 ら( 1 9 6 5) は
`

デ ラ ウ ェ ア
'

と
`

キ ャ ン ベ ル ･

ア
-

リ
ー

'

で G A 3 の 開 花 前 処 理 に よ り 花 粉 発 芽 率 の 著 し い

低 下 が 起 き る こ と を 報 告 し て い る ｡ ま た ､ 0 1 m o( 1 9 4 2) は 人

工 培 地 上 で 3 % 以 下 の 発 芽 率 で は ､ 実 質 的 に 花 粉 の 受 精 能

力 は ほ と ん ど な い こ と を 報 告 し て い る ｡ 本 実 験 で は ､

`

キ ャ

ン ベ ル ･ ア -

リ
ー

'

お よ び
`

デ ラ ウ ェ ア
'

の 花 粉 を 長 期 間

貯 蔵 し て お い た た め ､ 無 処 理 花 の 花 粉 で も 発 芽 率 は 低 か っ

た ｡ し か し ､ G A 3 ､ G A 4 お よ び G A 7 の い ず れ の G A s を 処 理

し た 場 合 で も 無 核 果 粒 率 が 高 か っ た
`

キ ャ ン ベ ル ･ ア -

リ

ー

'

､

`

デ ラ ウ ェ ア
'

で は 花 粉 発 芽 率 の 著 し い 低 下 が み ら れ

た ｡

一

方 ､

`

甲 州
'

で は ､ す べ て の G A s 処 理 区 で 花 粉 発 芽

率 の 低 下 は み ら れ た が ､

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア - リ ー

'

､

`

デ ラ ウ

ェ ア
'

と 比 較 す る と 発 芽 率 が 5 % 以 上 を 示 し ､ 高 い 値 で あ

っ た こ と か ら ､ こ の こ と が 有 核 果 の 割 合 を 高 く す る
一

因 で
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あ る と 考 え ら れ た ｡
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第 3 章
`

キ ャ ン ベ ル ･ ア
- リ ー

'

､

`

デ ラ ウ ェ ア
'

お よ

び
`

甲州
'

果粒 中 の 内生 ジ ベ レ リ ン 様物質 の 違

い と そ れ ら の 経時 的変化

第 1 節 緒 ロ

前 述 の 様 に ､

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア -

リ
ー

'

､

`

デ ラ ウ ェ ア
'

お よ び

`

甲 州
'

の 3 品種 に G A 3 ､ G A 4 お よ び G A 7 を開花前後 に 2 回 浸 漬

処 理 し た結 果 ､ 品 種 に よ っ て 無 核果 粒 率 が 著 しく 異 な っ て い た ｡

そ こ で 本 実 験 で は ､ こ れ ら 3 品 種 の 無核 果粒 形 成程 度 の 違 い に

つ い て ､ 未熟 種 子 中 の 内 生 G A s 様物 質 の 量 的 ｡ 質的違 い ､ お よ び

種 子 ( 一 部 は幼 果) の 内 生 G A s 様活 性 の 経 時 的 変化 の 違 い か ら 明

ら か に しよ うと した ｡

第 2 節
`

キ ャ ン ベ ル ｡ ア - リ ー

'

､

`

デ ラ ウ ェ ア
'

お よ

び
`

甲州
'

の 内生 ジ ベ レ リ ン 様活性 の 違 い

1 9 9 9 年 に 内生 G A s 様 物 質 の 抽 出 の た め ､ 満 開 3 週 間後 の
`

キ ャ

ン ベ ル ･ ア -

リ
ー

'

､

`

デラ ウ ェ ア
'

お よ び
`

甲州
'

の 幼果 2 k g を

そ れ ぞ れ 成木 か ら採 取 し ､ 直 ち に
･

2 0 ℃ の 冷凍 庫 中 で ､ 分 析 に 供 試

す る ま で 凍結保 存 し た ｡ そ れ ら の 幼果 か ら約 5 0 g の 種 子 を取 り 出

し ､ G A s の 分析 に使用 し た ｡

種 子 は 8 0 % エ タ ノ ー ル(E t O H ) に 浸潰 し ､ ホ モ ジ ナイ ザ - で 磨

砕 後 ､ 定期 的 に 3 回 8 0 % E t O H を新 し い も の に替 え ､ 冷蔵 庫 内

( 4 ℃) で 約 2 4 時 間 抽 出 した ｡ E t O H 抽 出液 は 吸 引 ろ過 し ､
ロ

ー タ

リ ー
･ エ バ ボ レ ー

タ を 用 い て 4 0 ℃ で E t O H を減圧 溜去 後 ､ 水 層

は
･

2 0 ℃ で 凍 結 保 存 し た ｡ そ の 後 水 層 を 解 凍 し ､ 2 ℃ ､ l l
,
0 0 0

r p m で 1 0 分 間 づ つ 2 回 遠 心 分 離 を行 い
､ そ の 上 澄 み 液 を 1 N 塩 酸
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で p H 2 . 7 に調 整 し た後 ､ 酢酸 エ チ ル( E t O A c) で 3 回分配 抽出 を行

っ た ｡ E t O A c 層 は ロ
ー タ リ

ー
･ エ バ ボ レ ー

タ( 4 0 ℃) で 減圧 渡縮 し

た 後 ､ 0 . 5 M リ ン 酸緩衝 液(p H 8 . 3) で 3 回分 配 抽 出 を行 な っ た ｡ 得

られ た リ ン 酸 緩 衝 液 層 は 6 N 塩 酸 で p H 2 . 7 に 調 整 し ､ 再 び E t O A c

で 3 回分 配 抽 出 を 行 な っ た ｡
E t O A c 層 は 無 水 硫酸 ナ トリ ウ ム で 脱

水 後 ､
ロ

ー タ リ
ー

･ エ バ ボ レ ー タ(塊o ℃) で 浪縮 乾 固 し ､ 得 ら れ た

E t O A c 可 溶 性 酸 性 画 分 は ､

･

2 0 ℃ で 凍結 保 存 し た ｡ 次 に ､ 乾 固 し

た 試 料 重 の 2 0 倍 量 の ポ リ ビ ニ ル ポ リ ピ ロ リ ドン(P V P P) で カ ラ ム を

作 製 し ､ 冷凍 保 存 し て あ っ た E t O A c 可 溶 性 酸 性 画 分 を少 量( 1 m l X

3 回) の 0 . 1 M リ ン 酸緩衝 液 で 溶解 し ､ P V P P カ ラ ム の 上 部 に チ ャ

ー ジ し た後 ､ 0 . 1 M リ ン 酸 緩 衝液(P V P P 量 の 2 0 倍 量) で 溶 出 し た ｡

溶 出 液 を 4 N 塩 酸 で p H 2 . 7 に 調 整 し ､ E t O A c で 3 回抽 出分配 を

行 な っ た ｡ こ の E t O A c 層 を無水 硫 酸 ナ トリ ウ ム で 脱 水 し ､
ロ

ー タ

リ ー
･ エ バ ボ レ ー

タ( 4 0 ℃) で 濃縮 乾 固 し ､

･

2 0 ℃ で 凍 結保 存 し た ｡

続 い て ､
1 m l の

.
5 0 % M e O H で 乾 固 した 試 料 を 3 回 に 分 け て 溶解

し ､ S e p
･

p a k C 1 8 カ ー トリ ッ ジ に 吸 着 さ せ ､ 2 m l の 8 0 % M e O H

を 3 回 通 して 溶 出 し た ｡ 溶 出液 を遠 心 エ バ ボ レ
ー

タ(4 0 ℃) で 漢 縮

乾 固 し ､

･

2 0 ℃ で 凍結保 存 し た ｡ そ の 後 ､ 乾 固 し た 試 料 を 1 0 0 %

M e O H : 0 . 1 % 酢 酸 水 = 3 : 7 の 溶液 5 0 0 〃 1 で 溶 か し て よく 混 合

し た 後 ､ 除 塵 す る た め ､ メ ン プ レ ン フ ィ ル タ 〔D I S M I C ･

1 3 C P :

0 . 4 5 〃 m : ( A D V A N T E C)〕 に 通 し た ｡ そ の ろ 液 約 4 0 0 〃 1 を 高速

液体 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ
ー ( H P L C) 〔カ ラ ム : S e n s h u p a c O D S

･

4 2 5 3
･

D ( セ ン シ ュ
ー 科学) ､ 1 0 ¢ × 2 5 0 m m ､ カ ラ ム 温 度 : 4 0 ℃ ､ 溶離

液 : o . 1 % 酢 酸 含 有 M e O H
,
3 0 % / 2 分 + 3 0 - 1 0 0 % / 2 8 分 十

1 0 0 % / 3 0 分 ､ 流量 : 3 m l/ 分〕 を用 い て 1 分 間 隔 で 分取 を行 い
､

3 3 分 後 以 降は 6 0 分 ま で 1 つ の 画 分と し ､ 合計 3 3 画 分 を得 た ｡ そ

の 後 ､ す べ て の 画 分 に つ い て 壊 性イ ネ
`

短 銀 坊 主
'

を用 い た 改 良点

滴法( N i s h iji m a ら ､ 1 9 8 9) に よ り 生 物検 定 を行 な っ た . す なわ ち ､

3 3 分 画 をそ れ ぞ れ 約 4 0 〃1 の 5 0 % ア セ ト ン で 溶解 し ､ 苗当 た り

1 LL l( 種 子 1 g
･ F W 当 量) を点 滴 し ､ 4 日 間培養 後 ､ 第 2 葉鞘長 を
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計測 し た ｡

満 開 3 週 間後 の 内生 G A s を
`

キ ャ ン ベ ル ｡ ア -

リ
ー

'

､

`

デ ラ ウ

ェ ア
'

お よ び
`

甲 州
'

で 比 較 し た 結 果 ､
い ず れ の 品 種 に お い て も

1 4 - 1 5 画 分( Ⅰ 画 分群) ､ 2 3 - 2 5 画 分( Ⅱ 画 分群) ､ 2 6 - 2 7 画 分( Ⅲ

画 分群) の 3 つ の 画 分群 で 比 較 的高 い G A s 様 活 性 が 認 め られ た ( 第

3 図) 0

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア -

リ
ー

'

で は Ⅲ 画 分群 で 最も 高 い 活 性 が み

ら れ ､ 次 い で Ⅱ 画 分 群 > Ⅰ 画 分群 の 順 で あ っ た(第 3 図
･ A) 0

`

デ ラ

ウ ェ ア
'

で は ､

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア
-

リ ー

'

に 比 べ て Ⅱ 画 分群 の 活 性

が 高 く ､ Ⅲ 画 分群 と ほ ぼ 同程 度 の 高 い 活 性 が み られ た( 第 3 図
･ B) 0

し か し ､

`

甲州
'

で は 他 の 2 品 種 と比 べ る と 全 体 的に G A s の 活 性 が

低 く か っ た が ､ Ⅲ 画 分群 の 活 性 が 他 の 画 分群 よ り やや 高く ､ Ⅰ 画 分

群 と Ⅱ 画 分群 と は ほ ぼ 同程 度 の 活 性 が み られ た ｡ た だ し ､ Ⅰ 画 分 群

中 の 画 分番 号 1 5 の 活 性 は Ⅲ 画 分群 と 同 じ 程 度 に 高か っ た( 第 3 図
-

C) 0

第 3 節
`

キ ャ ン ベ ル ･ ア
- リ ー

'

､

`

デ ラ ウ ェ ア
'

お よ

び
`

甲州
'

の 内 生 ジ ベ レ リ ン 様 活 性 の 経 時 的

変化

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア - リ ー

'

､

`

デ ラ ウ ェ ア
'

お よ び
`

甲 州
'

の 3

品 種 の 満 開期 か ら満 開 3 3 - 4 0 日後 ま で 5 - 1 5 日 間 隔 で 果粒 を採 取

し ､ 直 ち に ･

2 0 ℃ で 分析 を行 な うま で 凍 結保存 し た . 凍 結試 料 の う

ち ､

`

デ ラ ウ ェ ア
'

の 6 月 5 日 お よび
`

甲州
'

の 6 月 2 1 日 の 果 粒

は極 め て 小 さく ､ 果 粒 か ら種子 を 取 り 出す こ と が 困 難で あ っ た た め

果 粒 の ま ま で ､ そ れ 以 外 の 採取 日 の 試 料 で は果 粒 か ら種 子 を 取 り 出

し ､ G A s の 抽 出 に 用 い た ｡ 内 生 G A s 様 物 質 の 抽 出 ･ 精製 は ､ 前 節

に お い て 示 した 方 法 に 準 じ て 行 っ た ｡ 抽 出 ･ 精製 物 質 は H P L C で 分

取 後 ､ 3 品 種 と も に G A s 横 倍 性 が み られ た 1 4 - 1 7 画 分( Ⅰ 画 分 群) ､

2 3 - 2 5 画 分( Ⅱ 画 分群) ､ 2 6 - 2 8 画 分( Ⅲ 画 分 群) の 3 画 分群 に 分 け ､

2 4



1 2 1 3 1 4 1 5 1 6 1 7 1 8 1 9 2 0 2 1 2 2 2 3 2 4 2 5 2 6 2 7 2 8 2 9 3 0 3 1 3 2 3 3 0 0 . 1 0 .5 1 5

H P L C 画分番号 n g G A 3

第3 図 ブドウ3 品種 の 満開約3 週間後の 未熟種子中の G A s 様活性 の ヒストグラム
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そ れ ぞ れ に つ い て 壊 性 イ ネ
`

短 銀 坊 主
'

の 生 物 検 定法 に よ り 内 生

G A s 様 活 性 を 測定 し た ｡ なお ､ 内 生 G A s 様 活 性 は G A 3 当 量 に 換算

して 示 し た ｡

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア
-

リ ー

'

､

`

デ ラ ウ ェ ア
'

お よ び
`

甲 州
'

に お

け る G A s 横 倍 性 の 経 時 的 変化 を第 4 ､ 5 お よ び 6 図 に 示 し た ｡
Ⅰ

､

Ⅱ お よ び Ⅲ 画 分群 の G A s 様活 性 を合 計 し た 総 G A s 様活 性 の 変 化 を

3 品 種 間 で 比 較 す る と ､ 調 査 期 間 中 の 活 性 レ ベ ル は ､

`

キ ャ ン ベ

ル ･ ア
-

リ
ー

'

で 最 も 高く ､ 次 い で
`

デ ラ ウ ェ ア
'

で ､

`

甲 州
'

は

最 も 低 く 推 移 し た ｡ ま た ､

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア
-

リ
ー

'

で は 満 開 2 5

日 後 に 高 い ピ ー ク を 示 す 特徴 が 認 め られ た が ､

`

デ ラ ウ ェ ア
'

や

`

甲 州
'

で は 開花後 ､ 次第 に G A s 活 性 が 低 下 した ｡

画 分群別 に 比 較す る と ､ Ⅰ 画 分群 の G A s 様活 性 の 変化 は ､
い ず

れ の 品種 に お い て も満 開 期 に近 い ほ ど高く ､ 次第 に 低 下す る 傾 向 が

み ら れ ､

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア
-

リ
ー

'

で 満 開 1 9 日 後 に ､

`

デ ラ ウ ェ

ア
'

で 満開 1 4 日 後 に ､

`

甲 州
'

で 満 開 1 9 日 後 に 3 画 分群 の 中 で 最

も 低 く な っ た ｡ Ⅱ 画 分群 の G A s 様 活 性 の 変化 は ､

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア

-

リ
ー

'

に お い て ､ 満 開 1 9 日 後ま で 低 か っ た が ､ そ の 後 満 開 2 5

日 後 に は高 い ピ ー

ク を示 し た ｡

`

デ ラ ウ ェ ア
'

で は ､ 満 開 7 日 後 に

低 下 し ､ 満 開 1 4 日 以 降 は ､ 3 画 分 群 中 で 最 も 高 い 活 性 を示 し た ｡

`

甲州
'

で は ､ 満 開 9 日 後 の 活 性 は低 く か っ た が ､ 2 1 日後 に は や

や 高く なる も の の
､ 3 3 日 後 の 活 性 は 低 く な っ た ｡

Ⅲ 画 分群 の G A s

様活 性 変化 を み る と ､

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア -

リ
ー

'

で は ､ 満 開 9 日 後

お よ び 1 9 日後 に ､ 他 の 2 つ の 画 分群 よ り も高 い 活 性 が み られ た ｡

`

デ ラ ウ ェ ア
'

で は Ⅰ 画 分群 よ り 活 性 は 高 く 推移 し ､ 満 開 7 日 後

に 活 性 が 最 も 高く な っ た が ､ そ の 後 は 次 第 に 低 下 し た ｡

`

甲 州
'

で

は ､ 満 開 9 日後 ､ 他 の 2 つ の 画 分群 に 比 較 して ､ 最 も 低く な っ た

も の の
､ そ の 後や や増加 が み られ ､ 満 開 3 3 日 後 に は ほ と ん ど活 性

が認 め られ なく な っ た ｡

着粒 や 果 粒 肥 大 に 関係 が 深 い と 考 え られ る 満 開直 後 の G A s 横 倍

性 を 3 品 種 間 で 比 較 す る と ､

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア
-

リ
ー

'

の 満 開 9 日
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後 の 幼 果中 で は ､ Ⅲ 画 分群 が最 も 高 く ､ Ⅱ 画 分群 が 最 も低 か っ た ｡

`

デラ ウ ェ ア
'

の 満 開 7 日 後 の 幼果 中 で は Ⅰ 画 分 群 と Ⅲ 画 分 群 が

ほ ぼ 同 じ活 性 を示 した ｡ しか し ､

`

甲州
'

の 9 日 後 の 幼果 中 で は Ⅰ

画 分群 で 最 も 高く ､ Ⅱ お よ び Ⅲ 画 分群 の 活 性 は 低 か っ た ｡

第 4 節 考 察

王 ら( 1 9 9 3 b) は ､ 無 核 品種
`

ヒ ム ロ ッ ド ･ シ
ー ド レ ス

'

と 有核 品

種
`

キ ャ ン ベ ル ･ ア -

リ
ー

'

の 両 品 種 に お け る 開 花 時 の 内 生 G A s

様 活 性 を ､ 高速液 体 ク ロ マ トグ ラ フ ィ
ー ( H P I . C ) に よ る 分 取 後 に

比 較 を行 な っ た ｡ 壕 性イ ネ
`

短 銀 坊 主
'

を 用 い た生 物検 定 に よ り得

ら れ た G A s 様 活 性 部 位 は ､ 同
一

手 法 に よ り 得 られ て い る 標 晶 の

G A 3
･ G A l ､ G A 1 9

･ G A 4 お よ び G A 2 4
｡ G A 9 の 溶 出画 分 と ほ ぼ 同 じ

位 置 に 認 め ら れ ､ さ.ら に ､ 開 花 3 日 後 に は 両 品 種 と も に 標 品 の

G A 8 の 溶 出 画 分 と 同 じ位置 に 活 性 が み られ た ｡ す な わ ち ､ 両 品 種

間 で G A s の 活 性 部位 に 違 い は み られ な い こ と を報 告 し た ｡

現 在 ､ 高等植 物 や 菌類 な ど か ら約 1 4 0 種 類 の G A s が 同 定 され て

お り ､ 単 に H p L C で 分取 した 画 分 か ら G A s の 種類 を 断定す る こ と

は 困 難 で あ る ｡ した が っ て ､ 本 実験 で は ､ H P L C 画 分後 の 多く の

画 分 に お い て G A s 活 性 が認 め られ た が ､ 個 々 の G A s 種 類 は 明 ら か

で は な い
｡ し か し ､

王 ら( 1 9 9 3 b) が示 し た よ う に ､ い ず れ の 品種 に

お い て も G A s 活 性 を示 す画 分 は 同 じ で ある こ と が 明 ら か と な っ た ｡

した が っ て ､ 本 実験 に 用 い た 3 品 種 は ､ ほ ぼ 同
一

の 内 生 G A s が存

在 し て い る の で は な い か と 考 え られ た ｡ た だ し ､ 活 性 部 位 が 同 じ で

あ っ て も
`

キ ャ ン ベ ル ･

ア
-

リ
ー

'

で は ､ Ⅲ 画 分群 の 活 性が 特 に 高

く ､

`

デラ ウ ェ ア
'

で は Ⅱ お よ び Ⅲ 画 分 群 ､

`

甲州
'

で は Ⅰ 画 分群 の

活 性 が比 較 的高く ､ そ れ ぞ れ の 活 性 の 強 さ に 違 い が み られ た こ と か

ら ､ 3 品種 間 で 内 生 G A s の 種 類 が 同 じ で あ っ た と し て も ､ 個 々 の

内 生 G A s の 含 量 は 品 種 に よ り 著 しく 異 な っ て い る 可能 性 が 示 唆 さ
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れ た ｡ す な わ ち ､ 無核 化 に 関連す る G A s は 品 種 に よ っ て 異 な っ て

い る 可 能性 が 考 え られ た ｡

第 1 章 ､ 第 2 節 に お い て ､

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア
-

リ
ー

'

の Ⅲ 画 分群

中 に 存在 す る G A s は ､ G A 4 ､ 3
･

e p i
･ G A 4 ､ G A 7

､ G A 3 4 で あ る こ とが

同 定 され た ｡ こ の 中 で G A 4 と G A 7 は 生 物 的活 性 が 強 い こ と か ら ､

`

キ ャ ン ベ ル ･

ア
- リ ー

'

､

`

デ ラ ウ ェ ア
'

お よ び
`

甲州
'

3 品 種 の

Ⅲ 画 分群 の 主 要 G A s は G A 4 と G A 7 で は な い か と 考 え られ た ｡ しか

し ､

`

デ ラ ウ ェ ア
'

で は Ⅱ 画 分 群 も Ⅲ 画 分群 と 同程 度 の 活 性 を 有 し

て お り ､

`

甲 州
'

に お い て は Ⅰ 画 分 群 の 活 性 も か な り 強 い こ と か ら ､

`

デ ラ ウ ェ ア
'

と
`

甲 州
'

の 主 要 G A s が こ れ ら の 画 分群 に 存在 し ､

こ の 画 分 中 の G A s が 無 核化 に 関与 して い る 可 能 性 が 考 え られ た ｡

し た が っ て ､ 今後 ､ Ⅰ お よ び Ⅱ 画 分群中 の G A s の 同 定 が 必 要 不 可

欠 と言 え る ｡

ブ ドウ(I w a h o ri ら ､
1 9 6 8) や セ イ ヨ ウ ナ シ( G il ら ､ 1 9 7 2) の 幼 果

中 の 内生 G A s 含 量 は 有核 果 粒 ( 果 実) よ り も 無核果 粒 ( 果 実) の

方 が ､ 多 い こ と を 明 ら か に した ｡ ま た 同 時 に ､ I w a b o ri ら( 1 9 6 8) は ､

ブ ドウ の 無 核 品種 で は 開 花前後 に 内 生 G A s 活性 が 高く な る こ と を

報 告 し た ｡ さ ら に ､ 小 松 ら(1 9 9 1) は ､ 有核 品 種 で あ る
`

巨 峰
'

に お

い て も ､ 強 勢 定 に よ り無核 果 粒 が 多く 着 生 し た 場 合 ､ 開花 期 の 果 粒

中 の G A s 含 量 が多く な る こ と を 明 ら か に し ､ 内 生 G A s が 着果 お よ

び 初期発 育 に 重要 な役割 を果 た し て い る こ と を 示 唆 した ｡

本 実 験 に お い て も ､ 比 較 的 無 核 化 し易 い
`

キ ャ ン ベ ル ･ ア - リ

ー

'

や
`

デ ラ ウ ェ ア
'

で は 内生 G A s 様 活 性 が 高く ､ 無 核 化 し難 い

`

甲 州
'

で は G A s 活 性 が 低 か っ た こ と か ら ､ 無 核化 の 難易 と 内生

G A s 活 性 の 強 弱 と の 間 に 密 接 な 関係 か あ る と推 察 さ れ た ｡ ま た ､

G A s 様 活 性 を画 分 群別 に み る と ､

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア
-

リ ー

'

で は Ⅲ

画 分群 の 活 性 が 常 に 高く ､ 特 に満 開 後 の 早 い 時期 で 高 い 活 性 を示 し ､

同時期 の
`

デ ラ ウ ェ ア
'

で は ､ Ⅰ お よ び Ⅲ 画 分 群 の 両方 で 同程度 の

活 性 が み ら れ た ｡
し か し ､

`

甲 州
'

で は Ⅰ 画 分群 の 活 性 が 高 い こ と

か ら ､ 3 品 種 間 で ､ そ れ ぞ れ 極 性 の 異 な る G A s が 着 果 に 関連 し て
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い る 可 能性 が 考 え られ た ｡ な お ､

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア - リ ー

'

で は 満

開 2 5 日 後 に 総 G A s 活 性 の ピ ー ク が み られ た が ､ 満 開 2 5 日 後 で は

本 実 験 で 目 的と し て い る 無核 化 に は 関 与 せ ず ､ お そ らく 果 粒 の 肥 大

に 関係 し て い る も の と 考 え られ た ｡ ま た ､ 満 開 直後 の 活 性 は ､

`

キ

ャ ン ベ ル ･ ア -

リ
ー

'

で は Ⅲ 画 分 群 の 活 性 が 高く ､

`

甲 州
'

で は Ⅰ

画 分群 の 活 性 が 高 い こ と か ら ､ 両 品 種 間 で は ､ それ ぞれ Ⅲ 画 分群 ､

Ⅰ 画 分 群 の 中 に 存 在す る G A s が 着果 に 関係 す る 主 要 な G A s で あ る

可 能 性 が考 え られ た ｡
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第 4 章
`

キ ャ ン ベ ル ｡ ア
- リ ー

'

お よ び
`

甲州
'

の 内

生 ジ ベ レ リ ン に よ る無核化

第 1 節 緒 i∃

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア - リ ー

'

､

`

デラ ウ ェ ア
'

お よび
`

甲州
'

の 未熟

種子 中 の 内 生 G A s 様 物 質活 性 を矯 性 イ ネ
`

短 銀 坊 主
'

を用 い た 坐

物 検定 に よ り測 定 し た結 果 ､ 3 品種 と も 同
一

画分群 で 活 性 が 認 め ら

れ た が ､ 各 画 分群 の 活 性 の 強 さ は 品種 に よ っ て 異 な っ て い る こ と が

明 ら か と な っ た ｡ そ こ で ､
1 9 9 9 年 に は

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア -

リ
ー

'

の 未 熟 種 子 中 よ り得 た 内 生 G A s 様 物 質 を
`

キ ャ ン ベ ル ｡ ア -

リ

ー

'

お よび
`

デ ラ ウ ェ ア
'

に 処 理 し ､ 無 核 化 に 及 ぼす影響 を処 理漉

度 ､ 着 粒 お よ び 果 粒 肥 大 と の 関連 に お い て 調 査 した ｡ 2 0 0 0 年 は 無

核 化 が 比 較 的容 易な
`

キ ャ ン ベ ル ･ ア -

リ
ー

'

と 困難 な
`

甲州
'

の

未 熟 種 子 か ら得 ら れ た 内 生 G A s 様物 質 が ､ そ れ ぞ れ の 品種 の 無 核

化 に 及 ぼ す影響 を比 較 調 査 し た ｡

第 2 節
`

キ ャ ン ベ ル ｡ ア
- リ ー

'

の 内生 ジ ベ レ リ ン 様

物質 に よ る
`

キ ャ ン ベ ル ｡ ア
- リ ー

'

と
`

デ ラ ウ

ェ ア
'

の 無核化

1 9 9 8 年 に 千 葉 大 学 園芸 学部 研 究 圃場 栽植 の 1 6 年 生
`

キ ャ ン ベ

ル ･ ア - リ ー

'

よ り ､ 満 開 3 週 間後 の 幼 果 を 多量 に 採 取 し ､ 直 ち

に
･

2 0 ℃ で 凍結保 存 した ｡ 1 9 9 9 年 に ､ そ れ ら の 幼果中 か ら約 1 k g

の 種子 を 取 り 出 し ､ G A s 様物 質 の 抽出材 料 と した ｡ なお ､ G A s 様

物質 の 抽 出 ･ 精 製 ､ ⅢP L C に よ る 画 分並 び に 活 性 の 測 定 方 法 は 第

1 章 ､ 第 1 節 の 方 法 に 準 じ て 行 っ た ｡

1 9 9 9 年 に 千 葉大 学 園 芸 学部研 究 圃場 栽 植 の 1 7 年生
`

キ ヤ ン べ
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ル ･ ア -

リ
ー

'

お よ び 9 年 生
`

デ ラ ウ ェ ア
'

を無核化 の 誘 起 に 供

試 した ｡ H P L C で 分 取 し た 画 分 の う ち ､ 生 物 検 定 に よ っ て 高 い 活

性 が み られ た 2 4 ､ 2 7 - 2 8 ､ 3 0 ､ 3 3 画 分 ( 第 7 図) つ い て ､ そ れ ぞ

れ の 画 分 を 5 0 % E t O H で 溶解 し ､ 1 〃1 当 た り 1 n g
･ G A 3 e q . ､ 2

n g
･ G A 3 e q . あ る い は 5 n g

･ G A 3 e q . ( 以 下 ､ 1 ､ 2 ま た は 5 n g と す

る) の G A s 様 物 質 を含 む 処 理 溶 液 ( 展 着剤 と して A t r o x B I 5 0 0

p p m を含 む) を準備 し た ｡

`

キ ャ ン ベ ル
･ ア - リ

ー
'

お よ び
`

デ

ラ ウ ェ ア
'

の 開花 2 - 5 日 前 に 1 花房 当 た り の 花膏 が 3 0 個 程 度 に

な る よう に花房 お よ び 花 菅 の
一

部 を切除 し た ｡ そ の 後 ､ す べ て の 花

菅 に つ い て ピ ン セ ッ ト を用 い て 除 雄後 ､ 自 家受粉や 他 家受粉 を 防 ぐ

た め 紙 袋 を か ぶ せ た ｡ 開 花 時 (
`

キ ャ ン ベ ル ･ ア -

リ
ー

'

で は 5

月 2 8 日 ､

`

デ ラ ウ ェ ア
'

で は 5 月 3 0 日) に 紙袋 を は ず し ､ 小 花

( 花 菅) の 子 房 2 0 - 3 0 個 に 対 して ､ 先 に 調 整 して あ っ た 処 理 溶液

を マ イ ク ロ シ リ ン ジ を用 い
､

1 子 房 当 た り 1 〃 1 ず つ を点 滴処 理 し

た ｡ なお ､ 得 ら れ た G A s 様 物 質が 少 量 で あ っ た た め ､

`

デ ラ ウ ェ

ア
'

に 対 して は 2 7 - 2 8 画 分 お よ び 3 0 画 分 の み を処 理 し た ｡ 処 理

後 は 約 1 週 間 間 隔 で 着 粒 数 ､ 果 粒 の 横 径 お よ び 縦 径 を調 査 し た ｡

ま た ､ 比 較 の た め G A 3 ､ G A 4 お よ び G A 7 の 標 品 ( 1 ､ 2 ま た は 5

n g/ p l/ 子 房) を用 い て 同 様 の 処 理 を行 っ た .

`

キ ャ ン ベ ル
･ ア - リ

ー
'

に 同 品種 の 内 生 G A s を処 理 した 結果 ､

処 理 約 4 週 間 前 後 ま で は 著 し い 落果 が 生 じ た ｡ し か し ､ そ の 後 ほ

と ん ど落果 は み られ な く な り ､
い ずれ の 濃度処 理 で も 2 4 お よ び 3 3

画 分処 理 で 着粒 率 が 高く ､ 最 も 低 濃 度 の 1 n g を処 理 し た場 合 で も ､

高 い 着粒 率 が 維 持 さ れ た ｡ 2 7
- 2 8 画 分 お よ び 3 0 画 分 処 理 で は 1

n g お よ び 2 n g 処 理 に よ り 1 0 - 2 0 % の 着 粒 率 が得 られ た が ､ 高濃

度 の 5 n g を処 理 した 場 合 に は ､ 他 の 処 理 濃度 に 比 較 し て 着粒 率 が

低く な り ､ 濃度 の 増加 に 伴 う 着 粒 率 の 向 上 は 認 め られ な か っ た(第

8 図) ｡ 果 粒 の 縦 径 は ､ 2 4 お よ び 3 0 画 分処 理 で は 処 理 濃度 の 違 い

に よ る差 は み られ な か っ た が ､ 2 7 - 2 8 画 分 処 理 で は 2 お よ び 5 n g

処 理 に よ り ､ 処 理 直後 の 著 し い 肥 大 促 進 効果 が み ら れ ､ 5 n g で は

3 4



(

阜
*,

軸

{,
風

磐

壷
り

顧
r

u
i

#

磐
嘩
坐
V
小

額

e

ぜ

竪

y
ー卜

聖
K
q

e
駈
容
磐

S

V
D

e
]
J

8
1

巾
世
鹿

野
1
干
-

ト
･

1
{

て
∴
j

k

舟
)

B
]

L

鯨

M

V
D

仙
u

%
鱒
1 [

'1

画
U
l
d
H

E

I

S
･

O

l
･

0

0

M

:
:

M

O
E

6
Z

8

Z

ト
Z

9
Z

れ

Z

寸
Z

M

N

Z

=
N

O

N

6

t

8
t

卜
1

9
t

れ

l

寸

=
l

N
l

3 5



1 00

9 0

80

7 0
′

~
ヽ

㌔6 0
iZ q

騒5 0

惹4 0

3 0

2 0

10

0

1 0 0

90

8 0

7 0
G コ

㌔ G O
ヽ _ ′

′

掛 5 0

寅40

3 0

2 0

10

0

5/2 8 6/ 4 1 1 1 8 2 5 7/2 9 1 6 5/2 8 6/4 l l 1 8 25 7/2 9 1 6

月/ 日 月/ 日

- ◎ - 1 n g
一 朝ト 2 n g r 盛｢

- 5 n g

第8 図 や ヤ ン ベ ル ･ ア
- リ ー

'
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や ヤ ン ベ ル ･

ア
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'

の着粒に及ぼす影響
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肥 大 促 進 効果 が 特 に優 れ て い た ｡ ま た ､ 3 3 画 分 処 理 で は ､ い ず れ

の 処 理 濃度 で も 果粒 の 肥 大 が他 の 画 分処 理 よ り 劣 っ て い た(第 9 図) 0

なお ､ 果 粒 の 横径 の 変化 で は 縦径 の 変化 と ほ ぼ 同 じ よ う な傾 向が 観

察 され た(第 1 0 図) 0

標 品 の G A 3 ､ G A 4 お よ び G A 7 を処 理 し た場 合 ､ 内生 G A s 様物 質

を処 理 した 結 果 と 同 様 に ､
い ずれ の 処 理 に お い て も ､ 処 理 約 4 週

間後 ま で に著 し い 落 果 が み られ た ｡ ま た ､ い ず れ の G A s 処 理 にお

い て も 最 も 高 い 着 粒 率 は 約 5 0 % 程 度 で あ っ た ｡ G A 3 処 理 で は ､ い

ずれ の 処 理 濃 度 で も 着粒 率 は 4 0 - 5 0 % で ､ 処 理 潰度 が 高く な る に

伴 う 着粒 率 の 増加 は み られ な か っ た ｡ G A 4 処 理 で は 5 n g 処 理 で 約

4 0 % 程 度 の 着 粒 率 を 示 し た が ､ 1 お よ び 2 n g 処 理 で は 着粒 率 が

1 5 % 以 下 と な っ た ｡ G A 7 処 理 で は 2 お よ び 5 n g 処 理 で 3 0 -

4 0 % の 着粒 率 を 示 した が ､ 1 n g 処 理 で は 約 7 % 程 度 と低 か っ た

(第 1 1 図) ｡

果 粒 の 生 長 に 伴 う 縦 径 と
.横径 の 変化 を第 1 2 お よ び 1 3 図 に 示 し

た ｡ G A 4 お よ び G A 7 処 理 で は ､ 処 理 濃度 の 違 い に よ る 差 は 特 に み

ら れ な か っ た が ､ G A 8 処 理 で は ､ 高 濃度 処 理 ほ ど果粒 の 肥 大 が 促

進 さ れ た ｡ ま た ､ 同 じ濃度 処 理 間 で は ､ G A s に よ る 肥 大 促 進 効 果

は G A 3 > G A 4
- G A 7 と い う 関係 が 認 め られ た ｡

一 方 ､

`

デ ラ ウ ェ ア
'

で は ､
い ずれ の 内 生 G A s の 処理 区で も 6

月 2 8 日 に は ､ ほ と ん ど落 果 が み られ なく な っ た ｡ 処 理 別 に み る と ､

2 7 - 2 8 画 分処 理 の 5 n g 処 理 で 着 粒 率 が低 く な っ た も の の ､ 2 n g

処 理 で は約 7 0 % ､
1 n g 処 理 で も約 6 0 % の 着 粒 率 を 示 した ｡ 3 0 画

分処 理 区で は 2 n g 処 理 で の 着粒 率 が 7 月 1 1 日 ま で 約 6 0 % と最 も

高く 推移 し ､ 1 n g 処 理 で は約 3 5 % ､ 5 n g 処 理 で は 最 も 低く 約

2 0 % で あ っ た(第 1 4 図) ｡ 果 粒 の 縦 径 お よ び横 径 をみ る と ､ 2 7 -

2 8 画分 処 理 で は ､ 処 理 濃度 が 高 く な る に つ れ て 肥 大 促 進 効 果 が 倭

れ て い た o 特 に ､ 横 径 で は 2 お よ び 5 n g 処 理 に よ り ､ 処 理 直後 か

ら著 し い 肥 大 促 進 効果 が み ら れ た ｡ た だ し ､ 3 0 画 分処 理 で は縦 径 ､

横 径 と も に 処 理 濃 度 に よ る 差異 は 認 め られ な か っ た( 第 1 5 ､ 1 6 図) ｡

3 7
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標 品 の G A s 処 理 に お い て ､ G A 3 処 理 区 で は 1 n g 処 理 で も 6 月

1 4 日 以 降 ､ 約 6 0 % 程 度 の 着粒 率 で 推 移 し ､ 特 に 2 n g ある い は 5

n g 処 理 で は 約 8 0 % 以 上 の 高 い 着粒 率 を 示 し た ｡ G A 4 処 理 で は ､ 1

n g お よ び 5 n g 処 理 で 約 5 0 % 程度 の 着粒 率 で あ っ た が ､
2 n g 処 理

で は 処 理 2 週 間後 に は ､ す べ て 落果 した ｡ G A 7 処 理 で は 1 n g > 5

n g > 2 n g 処 理 の 順 に 着粒 率 は 高く ､ 1 n g 処 理 で も 約 5 0 % 着粒 し

た ｡ ( 第 1 7 図) ｡ 果 粒 の 縦 径 と横 径 の 変化 をみ る と ､ G A 3 処 理 で は

2 n g 以 上 の 処 理 濃度 で 肥 大 が 促 進 され た が ､ 2 n g と 5 n g 処 理 の 間

で 差 異 は み られ な か っ た ｡
G A 4 処 理 で は G A 3 や G A 7 処 理 と 比 較 し

て ､ 縦 径 ､ 横 径と も に 小 さく ､ ま た ､ 処 理 濃度 に よ る 顕著 な 差 は み

ら れ な か っ た ｡ G A 7 処 理 で は ､ 処 理 濃 度 が 高 い ほ ど果 径 は 大 き く

な り ､ 特 に 縦 径 に お い て 明 ら か な差 が 認 め ら れ た( 第 1 8 ､ 1 9 図) 0

第 3 節
`

キ ヤ ㌢ ベ ル ｡ ア
-

リ
ー

'

お よ び
`

甲州
'

の 内

生 ジ ベ レ リ ン 様物質 に よ る 両 品種 の 無核化

内生 G A s 様物質 の 抽 出 の た め ､ 1 9 9 9 年 に 千 葉 大学 園芸 学部研 究

圃場 栽 植 の 1 7 年 生 ブ ドウ
`

c a m p b ell E a rl y
'

お よび 山梨大 学 ワ イ

ン 科 学研 究 セ ン タ
ー

付 属 育種 試 験 地栽 植 の 1 4 年 生
`

甲州
'

の 満 開

約 3 週 間後 の 幼果 を採 取 し た ｡ そ れ ぞ れ の 品種 の 幼果 か ら種 子 を

約 1 k g ず つ 取 り 出 し ､ 第 1 章 ､ 第 1 節 で 示 し た方 法 と 同 様 に 内 生

G A s 様 物質 の 抽 出 ･ 精製 ､ H P L C に よ る分 画 を 行 っ た ｡ 壊 性 イ ネ

`

短 銀 坊 主
'

に よ る 生 物検 定 の 結果 ､ 第 2 0 図 に 示 し たよ う な G A s

様 物 質 活性 の ヒ ス トグ ラ ム を 待 た た め ､ 1 5 - 1 7 画 分群 ( Ⅰ) ､ 2 4

- 2 6 画 分群 ( Ⅱ) ､ 2 7 - 2 8 画 分群 ( Ⅲ) を点 滴 処理 用 の 試 料 と し

た ｡ 点滴処 理 は 抽 出 に 用 い た そ れ ぞれ の 品種 に 対 して 行 っ た ｡ 点 滴

処 理 に用 い た小 花 の 準備 と 点 滴処 理 の 方法 は 前節 と 同様 に 行 い
､ 処

理 濃 度 は前節 の 結果 に 基 づ き ､
い ずれ の 処 理 溶液 も 2 n g

･ G A 3 e q ･/

〃 1/ 子 房 ( 5 0 % E t O H ､ 5 0 0 p p m A t r o x B I を含 む) と し ､ 両 品 種

4 9
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第2 0 図
`

キャン ベ ル ･ ア - リ
ー

'

および
`

甲州
つ

未熟種子中の G A s 様物質活性の

ヒストグラム

50



の 内 生 G A s 様物質以 外 に標 晶 の G A 3 ､ G A 4 お よ び G A 7 ( い ずれ も

5 0 % E t O H ､ 5 0 0 p p m A t r o x B I を含 む) も加 え た . 処 理 後 の 調

査 は 前節 と 同 様 に 行 っ た ｡

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア - リ ー

'

に お い て
､ 処 理 液 の 溶 媒 と し て 用 い

た 5 0 % E t O H ( 対 照) を処 理 し た 場 合 ､ 処 理 2 0 日後 に は す べ て

の 果粒 は 落果 し た ｡ 標 晶 の G A s を処 理 し た 場 合 ､ G A 3 ､ G A 4 お よ

び G A 7 の い ずれ の 処 理 にお い て も 高 い 着粒 率 を示 し ､ 中 で も G A 7

処 理 で は 1 0 0 % で あ っ た o

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア - リ ー

'

か ら 得 られ

た G A s 様物 質処 理 で は ､ Ⅲ 画 分群 で の 着粒 率 は 約 7 0 % と最 も 高

く ､ 次 い で Ⅱ 画 分群 で 約 2 0 % ､ Ⅰ 画 分群 で は 処 理 2 0 日 後 ま で に

す べ て 落 果 し た ｡

`

甲州
'

か ら 得 た G A s 様 物 質処 理 で は ､

`

キ ャ

ン ベ ル ･ ア -

リ ー

'

の 内 生 G A s 様物質 と は異 な り ､ Ⅲ 画 分群 で 約

5 0 % と 低 く な っ た が ､ Ⅰ お よ び Ⅱ 画 分群 で は 1 0 0 % と 著 しく 高 く

な っ た( 第 2 1 図) 0

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア -

リ
ー

'

果粒 の 肥 大 に 及 ぼ す

影 響 をみ る と 縦 径 ､

.
横 径 と も に 類 似 した 様 相 を 示 し ､ 標 品 の G A s

で は G A 3 > G A 7 > G A 4 の 順 に 肥 大 が促 進 され た o

`

キ ャ ン ベ ル ｡

ア

- リ ー
'

か ら得 られ た G A s 様 物 質処 理 で は Ⅲ 画 分群 で 最 も肥 大促

進 効果 が 高く ､ Ⅰ お よび Ⅱ 画 分群 は ほ ぼ 同 じ効 果 で あ っ た ｡ ま た ､

`

甲州
'

か ら得 られ た G A s 様 物質処 理 で は Ⅲ 画 分群 > Ⅱ 画 分 群 の

順 に 肥 大 が 促 進 さ れ た ｡ ( 第 2 2 ､ 2 3 図) ｡

`

甲 州
'

に お い て は ､

`

キ ャ ン ベ ル ｡ ア -

リ
ー

'

と 同 様 に ､

5 0 % E t O H 処 理 ( 対 照) で は 満 開 2 5 日 後 に は す べ て 落果 し た ｡

標 品 の G A s を処 理 した 場 合 ､

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア -

リ ー

'

と 同様 に ､

G A 7 処 理 が 最 も 高 い 着 粒 率 を示 し た も の の
､ そ の 値 は 約 2 0 % と

`

キ ャ ン ベ ル ･

ア
- リ ー

'

よ り 著 し く 低 か っ た ｡ ま た ､ G A 3 お よ

び G A 4 処 理 で は 約 1 0 % の 着粒 率 し か 得 られ な か っ た ｡

`

キ ャ ン

ベ ル ･ ア - リ ー

'

か ら得 た G A s 様 物質 処 理 で は ､ Ⅲ 画 分群 で 着粒

率 が 6 0 % と最 も 高く ､ 次 い で Ⅰ 画 分 群 ( 約 4 0 % ) > Ⅱ 画 分 群

( 約 1 0 % ) の 順 で あ っ た ｡

`

甲州
'

か ら得 られ た G A s 様物 質処

理 で は ､ Ⅰ 画 分群 で 約 4 0 % の 着粒 率 を示 し ､ 最 も 高く な っ た が
､
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Ⅱ 画 分 群 で は 5 % と 低 く ､ Ⅲ 画 分 群 処 理 で は す べ て 落 果 し た(第

2 4 図) ｡

果 径 ( 縦 径 ､ 横 径) に 及 ぼす影 響 は ､ 標 晶 の G A s 処 理 に お い て

7 月 1 日 の 時点 で 5 0 % E t O H 処 理 ( 対照 区) と比 較す る と ､ 肥

大 効 果 が み ら れ た が ､ G A s 間 で 横 径 に 差 は み られ ず ､ 縦 径 で は

G A 4 > G A 8 > G A 7 の 順 に 小 さく ､ G A 7 処 理 で 最も 劣 っ た o

`

キ ャ ン

ベ ル ･

ア
-

リ
ー

'

か ら得 られ た G A s で は Ⅰ 画 分群で 肥 大 効果 が み

られ た が ､ Ⅱ お よび Ⅲ 画 分群 で は 大 差 は な か っ た ｡ ま た ､

`

甲州
,

か ら得 られ た G A s 様 物 質処 理 で は ､ 測定 を 開始 した 処 理 3 週 間 後

に お い て ､ Ⅰ 画 分群 で 縦 径 で 肥 大 効 果 が み られ た が ､ 8 月 1 日 の 時

点 で は ､ 他 の 画 分群 処 理 と の 差 は 小 さく な り ､ 収穫期 に は Ⅱ 画 分群

の 方 が 大 き く な っ た ｡ し か し ､ 横径 で は ､ 縦径 と若 干 異な り ､ い ず

れ の 時 期 で も ､ Ⅱ 画 分群 の 方 が Ⅰ 画 分群 よ り も肥 大 が 著 しく 促 進 さ

れ た ( 第 2 5 ､ 2 6 図) o

第 4 節 考 察

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア
-

リ ー

'

に お い て ､ 2 4 お よび 3 3 画分処 理 で は ､

1 n g 処 理 し た 場 合 で も 高 い 着 粒 率 を 示 した ｡ し か し ､ 処 理 濃 度 の

増 加 と 着 粒 率 と の 関係 は 明 確 で は な か っ た ｡

一

方 ､ 2 7 -

2 8 画 分 お

よ び 3 0 画 分処 理 に お い て も 同様 に 1 n g 処 理 以 上 で 着粒 率 の 向 上

が み られ な か っ た が ､ 本 実 験 に 用 い た最 も 低 濃度 の 1 n g 処 理 に よ

っ て も無核 化 を誘 起 で き る こ と が 明 ら か と な っ た ｡ ま た ､ 果 粒 の 肥

大 を み る と 2 7 - 2 8 画 分処 理 の 2 n g 以 上 の 処 理 濃度 で 著 し く 促 進

され ､ 他 の 画 分 処 理 で は あま り果 径 の 肥 大 は み られ な か っ た こ と か

ら ､ 2 7 - 2 8 画 分処 理 に 存在す る G A s が 肥 大 に 大 き く 関 与 し て い る

可 能性 が 示 され た ｡

標 品 の G A s を処 理 し た場 合 ､ G A 3 処 理 で は 1 n g 処 理 で も 着粒 率

は 高く ､ G A 4 処 理 で は 処 理 濃度 が 5 n g ､ G A 7 処理 で は 2 n g 以 上 で
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着 粒 率 が 高 く 維 持 さ れ る こ と か ら ､ G A 3 処 理 が 最 も 着果 を促 進 し ､

次 い で G A 7 処 理 の 順 に 高 く な る こ と が 示 され た ｡ ま た ､ 果 粒 の 肥

大 に 対 し て は ､ G A 4 処 理 の 効 果 は 低く ､ G A 3 処 理 で 最 も肥 大 促 進

効果 が 優れ た o し た が っ て ､

`

キ ャ ン ベ ル ･

ア
- リ ー

,

に 対 す る標

品 の G A s 処 理 で は ､

一

般 に使 用 され て い る G A 3 の み な らず G A 7 で

も無核 化 の 誘 起 に 高 い 効 果 の あ る こ と が 明 ら か と な っ た ｡

`

デ ラ ウ ェ ア
'

に お い て は ､ 2 7 - 2 8 画 分 お よ び 3 0 画 分 の 両 処

理 で 2 n g 処 理 に よ る 着粒 率 が 高 い が ､ それ よ り 高 い 5 n g 処 理 で は ､

い ずれ の 画 分 処 理 にお い て も 着粒 率は低 か っ た ｡ こ の 原 因 は ､ 5 n g

で は 処 理 濃度 が 過剰 で あ っ た串ゝ
､ あ る い は 精製 不 足 に よ る抑 制 物質

の 混 入 の 可 能 性 が 考 え られ た o し か しな が ら ､ 2 7 - 2 8 画 分 の 1 n g

処 理 で も 着粒 率 が 高 く な っ た の に 対 し ､ 3 0 画 分 の 1 n g 処 理 に よ る

着 果 率 は 低 か っ た o ま た ､ 果 粒 の 肥 大 に 対 し て は 3 0 画 分 処 理 で 促

進 効果 が 低 か っ た の に 対 し ､ 2 7 - 2 8 画分 処 理 で は 2 n g 以上 の 処 理

濃 度 で 肥 大 の 促進 琴果 が み られ ､

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア - リ ー

,

に 対 す

る 処 理 結果 と 同様 に ､ 2 7 - 2 8 画 分処 理 が 果粒 の 肥 大 に 対 し 高 い 活

性 を持 つ こ と が 示 され た ｡ こ れ ら の こ と か ら ､ 2 7 - 2 8 画 分 に 含 ま

れ る G A s の 着粒 お よ び 果 粒 肥 大 に 対 す る 効 果 が 高 い 可 能 性 が 示 さ

れ た ｡

標 晶 の G As 処 理 で は ､ G A 3 の 1 n g 処 理 で も着粒 率 は 高く ､ 処 理

濃 度 が 高 く な る に 伴 い
､ 着 粒 率 も 高く な る 傾 向 が み られ た ｡ G A 4

お よ び G A 7 の 1 n g 処 理 で も 着粒 した が ､ 両者 と も 処 理 濃度 の 増加

に 伴 う着 粒 率 の 向 上 は み られ な か っ た ｡ 果 粒 の 肥 大 に つ い て は ､

G A 7 処 理 が 最 も 肥 大 が 促 進 され た o

一

方 ､ G A 4 処 理 で は
`

キ ャ ン

ベ ル ･ ア -

リ ー

'

と 同様 に ､ 肥 大促 進 効 果 が 劣 っ て い た ｡ こ れ は ､

第 1 章 の G A s の 浸漬 処 理 に お い て ､ G A 4 処 理 の 肥 大促 進 効果 が劣

っ た こ と と 一

致 し て い る . し た が っ て ､

`

デ ラ ウ ェ ア
'

に 対 し て は ､

G A 3 が 無 核 化 を誘 起 す る の に 高 い 効果 の あ る こ と が 示 さ れ ､ G A 4

は
`

キ ャ ン ベ ル ･ ア - リ ー

'

お よ び
`

デ ラ ウ ェ ア
'

の 肥 大 に 対 し て ､

G A 3 や G A 7 と 同様 の 効 果 を示 さ な い こ と が 明 ら か と な っ た ｡
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以 上 の こ と か ら ､

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア - リ ー
'

ぉ よ び
`

デ ラ ウ ェ

ア
'

に 対 す る
`

キ ャ ン ベ ル ･ ア -

リ ー

'

未 熟種 子 中 の 内 生 G A s 様

物 質 の 点 滴処 理 で は い ずれ の 画分 で も 処 理 濃度 が 2 n g で あれ ば無

核化 の 誘起 と そ の 後 の 果 粒 肥 大 に 効 果 が あ り ､ 特 に 2 7 - 2 8 画 分 に

含 ま れ る 内 生 G A s 様 物 質 が 無 核化 の 誘 起 と果 粒 の 肥 大 に効 果 が高

か っ た ｡ ま た ､ 第 1 章 に お い て 明 ら か に した 様 に ､ 2 7 - 2 8 画 分 の

主 要 G A s は G A 4 と G A 7 で あ る こ の こ と か ら ､

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア -

リ ー

'

お よ び
`

デ ラ ウ ェ ア
'

の 無 核化 の 誘 起 や 果 粒 肥大 に 関係 す る

G A s は G A 7 で あ る と 考 え られ た ｡

本節 に お け る 標 晶 G A s 処 理 に よ る
`

キ ャ ン ベ ル ･ ア
-

リ ー

,

の

着果 率 は ､ 前節 に お け る 結果 と は 異 な り ､ 非 常 に 高 い 着粒 率 が得 ら

れ た ｡ し か し ､ 肥 大 効 果 は ほ ぼ 同様 の 傾 向 を示 し て い る こ と か ら ､

こ の 違 い は 除雄 お よ び 処 理 時 の 果 粒 に対 す る機 械 的傷害 の 程 度 が 異

な っ た こ と に よ る 可 能 性 が 考 え られ た ｡

D e n n i s ( 1 9 6 6 ､

L
1 9 6 7 ) は ､ リ ン ゴ 果 実 か ら の 抽 出 物 中 に は ､

G A 4 お よ び G A 7 が 含 まれ る こ と を み と め た ｡ こ れ ら の G A s 様 物 質

の レ タ ス 膝 軸 に よ る 生 物 検 定 で は G A 3 と 同様 の 活 性 を有す る に も

か か わ らず ､ 無 受 粉 の 子 房 に 対 す る無 核化 の 誘 起 で は G A 3 よ り も

効 果 の 高 い こ と を 明 ら か に した
｡

本 実 験 で は ､ 壊 性 イ ネ
`

短 銀 坊 主
'

を 用 い た 生 物 検 定 の 結 果 に

基 づ い て
`

キ ャ ン ベ ル ･ ア - リ ー

'

お よ び
`

甲 州
'

未 熟種 子 中 の

G A s 様 物質 を 2 n g
･ G A 3 e q .

の 濃度で ､ 除雄 した ブ ドウ子 房 に 対 し

て 処 理 した 結 果 ､ い く つ か の 画 分 で G A 3 処 理 以 上 の 着粒 率 お よ び

果 粒 肥 大 を示 す 画 分 が認 め られ た ｡

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア - リ ー

'

の 内生 G A s 様 物 質を
`

キ ャ ン ベ ル ･

ア -

リ
ー

'

に 処 理 し た 場 合 ､ Ⅲ 画 分群 処 理 で 最 も 着粒 率 が 高く な り ､

果 粒 の 肥 大 も 促 進 さ れ る こ と か ら
`

キ ャ ン ベ ル ･ ア -

リ
ー

'

の Ⅲ 画

分 群中 に 存在 す る G A s 様 物 質 が無 核化 の 誘 起 お よ び 果粒 の 肥 大 に

関 与 し て い る と 考 え られ た ｡ さ ら に ､ 標 品 の G A s 処 理 に お い て

G A 4 処 理 で 着 粒率 が 9 0 % ､ G A 7 処 理 で 1 0 0 % と高く なり ､ 果 粒
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の 肥 大 にお い て も G A 7 の 処 理 が 最 も効 果 の 高 い こ と が 認 め られた ｡

こ れ ら の 結 果 か ら ､

`

キ ャ ン ベ ル ｡ ア -

リ ー

'

で は 内生 G A 4 お よ

び G A 7 が無核 化 の 誘 起 に 関連 し ､ 果 粒 の 肥 大 には G A 7 が 関 連 し て

い る 可 能 性 が 高 い と 思 われ た ｡

`

キ ャ ン ベ ル ｡ ア -

リ
ー

'

の Ⅲ 画 分群 を
`

甲 州
'

に 処 理 し た 場

合 ､ 6 0 % の 着 粒 率 が 得 られ た が ､ 標 晶 G A s で は ､ 着 粒 率 は 低く ､

G A 7 処 理 で 2 0 % 程 度 で あ っ た ｡ こ の こ と か ら ､

`

甲 州
'

は ､ G A 4

あ る い は G A 7 で は 無 核 化 は誘 起 され にく く ､

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア -

リ
ー

'

の Ⅲ 画 分群中 に 存在す る ､ G A 4 や G A 7 以 外 の G A s に よ り 無

核化 が誘 起 さ れ た 可 能性 が 考 え られ た ｡

ま た ､

`

甲 州
'

の Ⅲ 画 分群 の 処 理 に よ る 着粒 率 は ､

`

キ ャ ン ベ

ル ･ ア -

リ ー

'

で は 4 0 % 程 度 と低 く ､

`

甲 州
'

で は す べ て 落果 し

た こ と か ら ､

`

甲州
'

の Ⅲ 画 分群 に は G A 4 お よび G A 7 が 存在 せ ず ､

そ の 他 の G A s に よ り
`

キ ャ ン ベ ル ･

ア
- リ ー

'

の 無 核 化 が 誘 起 さ

れ た と考 え られ ､ そ れ ら の G A s は
`

甲 州
'

の 無 核化 誘 起 に は 関 係

し な い と考 え られ た
｡

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア -

リ
ー

'

の Ⅱ 画 分 群 処 理 で は ､

`

キ ャ ン ベ

ル ･ ア
-

リ ー

'

お よ び
`

甲州
'

とも に 着粒 率が 低 く い こ と か ら ､ こ

の 画 分群 中 の G A s は ､ 両 品種 の 無 核 化 誘起 に 関 連 性 が 低 い こ とが

明 ら か と な っ た ｡

ま た ､

`

甲 州
'

の Ⅱ 画 分群 処 理 で は ､

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア -

リ

ー
'

の 着粒 率 が 1 0 0 % で あ っ た の に 対 し ､

`

甲 州
'

で は 全 く着 果

し な か っ た こ と か ら ､

`

甲 州
'

の Ⅱ 画 分群 中 に は
`

キ ャ ン ベ ル
･

ア

-

リ
ー

'

の 無 核 化 を誘 起 す る G A s が存在 し ､ 両 品種 の Ⅱ 画 分群 中

の G A s は異 な っ て い る 可 能性 が示 され た ｡

`

キ ャ ン ベ ル ･

ア
- リ ー

'

の Ⅰ 画 分 群 処 理 で は ､

`

キ ャ ン ベ

ル ･ ア - リ ー

'

の 着 粒 に 対 し て の み な らず ､

`

甲 州
'

に お い て も

3 5 % の 着粒 率 が得 られ た ｡ ま た ､

`

甲 州
'

の Ⅰ 画 分群処 理 で は ､

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア - リ
ー

'

で 着 粒 率が 1 0 0 % と な り ､

`

甲 州
'

で

は 4 0 % で あ っ た ｡ こ の よ う に 内生 G A s 処 理 に よ り両 品種 に お い
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て 得 ら れ た 着 粒 率は標 晶 の G A 3 ､ G A 4 お よ び G A 7 を処 理 し た媛合

よ り も高 か っ た ｡ こ の こ と か ら ､

`

甲州
'

の Ⅰ 画 分群 中 に は 両 品 種

に 対 し ､ 無核 化 を誘起 さ せ る G A s が存在 し ､

`

甲州
'

は
`

キ ャ ン

ベ ル ･ ア -

リ
ー

'

よ り も Ⅰ 画 分群中 に 含 ま れ る G A s に よ っ て 無 核

化 を誘 起 さ れ 易 い と考 え られ た ｡ ま た ､

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア
-

リ
ー

'

で は ､ 着粒 率 が 1 0 0 % と 高 い 処 理 画 分 が み られ る な ど ､ 他 の 品 種

よ り も 全 体 的 に 着粒 率 が 高 か っ た が ､ こ れ ら の 高 い 着 果 率 は
`

キ ャ

ン ベ ル ･ ア -

リ
ー

'

自身 が遺伝 的 に 無 核化 し易 い 性 質 を持 つ こ と に

よ る と考 え られ た ｡

以 上 の こ と か ら ､

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア -

リ
ー

'

と
`

甲州
'

で は ､

主 要 な 内 生 G A s が 異 な っ て い る 可 能性 が あ り ､

`

キ ャ ン ベ ル ｡

ア

-

リ
ー

'

で は ､

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア -

リ
ー

'

の 未 熟種 子 か ら得 られ た

Ⅲ 画 分 群中 の G A s ､ 特 に G A 7 が 無核化 を誘 起する G A s で ある と 考

え られ ､

`

甲 州
'

の 無 核化 の 誘 起 には ､

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア
-

リ
ー

'

の Ⅲ 画 分群 中 に 存在 す る G A 4 ､ G A 7 と は 異 な る G A s ､ あ る い は

`

甲州
'

の Ⅰ 画 分群中 の G A s が 関連 して い る と考 え られ た ｡

ま た ､

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア -

リ
ー

'

の 果 粒 肥 大 に 対 す る 効 果 は ､

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア -

リ
ー

'

の Ⅲ 画 分群処 理 が最 も著 しく ､

`

甲 州
'

か ら得 られ た Ⅲ 画 分群 処 理 に お い て も 同様 に 促 進 効果 が み られ た ､

さ ら に 標 晶 の G A s 処 理 で は ､ G A 4 よ り も G A 7 に促 進 効 果 が み られ

た こ と か ら ､ G A 7 が 果 粒 の 肥 大 に も 高 い 促 進 効果 の あ る G A s で あ

る と 言 え る ｡

`

甲 州
'

に 対 し て は ､

`

キ ャ ン ベ ル
･ ア - リ ー

'

の Ⅰ 画 分 群処

理 に よ る肥 大効果 が み られ た こ と か ら ､

`

甲州
'

で は 果 粒 の 肥 大 に

対 し Ⅰ 画 分群 中 の G A s が 関係 し て い る と考 え られ た ｡

`

甲州
'

の

Ⅰ 画 分 群 処 理 の 肥 大 促 進 効果 は
`

キ ャ ン ベ ル ･ ア
-

リ
ー

'

の Ⅰ 画 分

群処 理 と 同程 度で は あ っ た が ､ 他 の 画 分群処 理 の 着粒 数 が非 常に 少

なく ､ 画 分群 処 理 間 で の 比 較 が で き な か っ た ｡ こ の 点 は ､ 今 後確 認

す る 必 要 が あ る と考 え ら れ る ｡ ま た ､ 今回 の 実験 結果 か ら ､

`

キ ャ

ン ベ ル ･ ア -

リ
ー

'

お よ び
`

甲州
'

の 内生 G A s に つ い て ､ G C ･ M S
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な ど に よ り 同 定 を行 い
､ 品種 間お よ び 画 分群 間 の 内生 G A s の 違 い

を 明 ら か にす る 必 要 が あ る と考 え られ た ｡

ま た ､ 本 実 験 で は 矯 性 イ ネ
`

短 銀 坊 主
'

を 用 い た 生 物 検 定 で

G A s 様物 質 の 活 性 が 得 られ た 画 分 を処 理 に 用 い
､ 内生 G A s 様 物質

の 無 核 化 の 誘 起 に 及 ぼす 効 果 を調 査 し た が ､ S a n t e s ら( 1 9 9 5) は ､

エ ン ドウ子 房 か ら の 抽 出物 を H P L C で 分 取 後 に ､ 全 て の 画 分 を 除

雄 し た エ ン ドウ に 処 理 し た 結果 ､ 壊 性 イ ネ
`

短 銀 坊 主
'

で の 生 物 検

定 で G A s 様 活 性 が み られ な か っ た 画 分 で も 着果 を誘 起 し
.
た こ と を

報 告 した ｡ 今 後 は ､ 本 実 験 で 着 目 した 以外 の 画 分 に つ い て も 無核化

誘 起効 果 を調 査 す る 必 要 が あ る と思 われ る ｡
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第 5 章 ま と め

本 実 験 に お い て ､ G A 3 処 理 に よ り 極 め て 無 核 化 し 易 い 品 種
`

デ ラ ウ ェ ア
'

､ 比 較 的 無 核 化 し 易 い 品 種
`

キ ャ ン ベ ル ｡ ア

-

リ
ー

'

お よ び 極 め て 困 難 な 品 種
`

甲 州
'

を 材 料 と し ､ G A B

処 理 に よ り 無 核 化 で き な い 理 由 を 内 生 G A s と の 関 連 に お い

て 調 査 し ､ 以 下 の よ う な 結 論 を 得 た ｡

( 1) 従 来 か ら ､

`

デ ラ ウ ェ ア
'

や
`

マ ス カ ッ ト ･ ベ -

リ
ー A

'

な ど の 無 核 化 の 際 に ､ 慣 行 的 に 使 用 さ れ て い る G A 3 は ､ 開

花 約 2 週 間 前 処 理 に よ り 花 粉 と 腫 珠 の 発 育 ｡ 形 成 過 程 に お

い て 障 害 を 与 え る ｡ 特 に ､ 開 花 時 に は 花 粉 の 発 芽 率 を 著 し

く 低 下 さ せ る ｡ こ の 低 下 率 は ､ G A 3 に よ る 無 核 化 の 難 易 度

に 関 連 し ､

`

デ ラ ウ ェ ア
'

>
`

キ ャ ン ベ ル ･

ア
- リ ー

'

>

`

甲 州
'

の 順 で あ っ た ｡ 特 に ､

`

甲 州
'

の 場 合 の 花 粉 発 芽

抑 制 率 は ､ 他 の 品 種 で 9 5 % 以 上 で あ っ た の に 対 し ､ 約 5 0 %

程 度 に 過 ぎ な か っ た o こ の こ と は ､ G A 3 は
`

甲 州
'

の 花 粉

形 成 に 異 常 を 与 え な い こ と を 示 し て い る ｡ ま た ､ 通 常 使 用

さ れ て い る 1 0 0 p p m G A 3 を 2 0 0
- 3 0 0 p p m G A 3 に 高 く し て

も 花 粉 発 芽 抑 制 効 果 は 同 じ で あ っ た ｡

( 2)
`

デ ラ ウ ェ ア
'

､

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア - リ ー

'

お よ び
`

甲 州
'

の 未 熟 種 子 中 の G A s 活 性 変 化 を 比 較 調 査 し た 結 果 ､ H P L C

画 分 後 ､ G A s 活 性 が 認 め ら れ た 画 分 群 ( Ⅰ ､ Ⅱ お よ び Ⅲ)

は 3 品 種 と も に 同 じ で あ っ た ｡ し か し ､ 開 花 直 後 に お け る

各 画 分 群 の 活 性 の 強 さ は 品 種 に よ っ て 異 な っ て い た ｡ す な

わ ち ､

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア
-

リ
ー

'

で は 画 分 群 Ⅲ ､

`

デ ラ ウ ェ

ア
'

で は 画 分 群 Ⅰ お よ び Ⅱ ､

`

甲 州
'

で は 画 分 群 Ⅰ の 活 性

が 強 か っ た ｡ さ ら に ､ 総 G A s 含 量 を 3 品 種 間 で 比 較 す る と

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア - リ ー

'

>
`

デ ラ ウ ェ ア
'

>
`

甲 州
'

の

順 と な り ､

`

甲 州
'

で は 全 般 的 に か な り G A s 活 性 が 低 か っ
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た ｡ な お ､

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア -

リ
ー

'

で 最 も 活 性 が 酸 か っ

た 画 分 Ⅲ の G A s を G C
･ M S で 同 定 し た 結 果 ､ G A 4 ､

3
･

e p i
- G A 4 ､

G A 7 お よ び G A 3 4 が 存 在 し て い る こ と が 判 明 し た ｡ 生 物 活

性 の 強 さ か ら 判 断 す る と
`

キ ャ ン ベ ル ･ ア -

リ
ー

'

で は

G A 4 あ る い は G A 7 が 主 要 G A s で あ る と 言 え る ｡ い ず れ に

し て も こ れ ら の 結 果 は ､ 3 品 種 間 で 主 要 G A s が 異 な っ て い

る 可 能 性 が 示 さ れ た ｡

( 3)
`

キ ャ ン ベ ル ･ ア - リ ー

'

お よ び
`

甲 州
'

の 未 熟 種 子 中 か

ら 得 ら れ た G A s 活 性 の あ る 画 分 群 Ⅰ ､ Ⅱ お よ び Ⅲ を 両 品 種

の 開 花 期 に 除 雄 し た 子 房 に 処 理 し た 結 果 ､

`

キ ャ ン ベ ル .

ア - リ ー

'

に 対 し て 同 品 種 か ら 得 ら れ た 画 分 群 Ⅰ ､ Ⅱ お よ

び Ⅲ の 無 核 化 効 果 は ､ Ⅲ > Ⅱ > Ⅰ の 順 で あ り ､

`

甲 州
'

か

ら の 画 分 群 で は I = Ⅱ > Ⅲ の 順 で あ っ た .

一 方 ､

`

甲 州
'

に

対 し て 同 品 種 か ら 得 ら れ た 画 分 群 Ⅰ ､ Ⅱ お よ び Ⅲ の 無 核 化

効 果 は ､ Ⅰ > Ⅱ > Ⅲ の 順 で あ り ､

`

キ ャ ン ベ ル ･

ア
- リ ー

'

か ら の 画 分 群 で は Ⅲ > Ⅰ > Ⅱ の 順 で あ っ た ｡
こ の 結 果 は ､

無 核 化 に 有 効 な G A s が 品 種 に よ っ て か な り 異 な っ て い る

可 能 性 が う か が わ れ た ｡

( 4) 標 品 G A 3 ､ G A 4 お よ び G A 7 を
`

デ ラ ウ ェ ア
'

､

`

キ ャ ン ベ

ル ･

ア
- リ ー

'

お よ び
`

甲 州
'

の 開 花 期 に 除 雄 し た 子 房 に

処 理 し ､ 無 核 化 を 試 み た ｡

`

デ ラ ウ ェ ア
'

で は ､ 1 0 0 p p m

の 各 G A s で 9 4 % 以 上 の 無 核 化 率 を 示 し た が ､ G A 4 処 理 で

は 収 穫 期 の 果 粒 重 が 著 し く 劣 っ て い た ｡

`

キ ャ ン ベ ル ･ ア

-

リ
ー

'

で は ､ 1 0 0 p p m G A 3 お よ び G A 4 の 無 核 化 率 は 6 6

- 7 1 %
､

1 0 0 p p m G A 7 で は 9 6 % で あ っ た ｡ た だ し ､ 果 粒

重 に は G A s の 違 い に よ る 差 は み ら れ な か っ た o

`

甲 州
'

で

は ､ 1 0 0 p p m の 各 G A s で 1 3 - 2 8 % で 他 の 2 品 種 に 比 較 し

て 著 し く 低 か っ た ｡
こ の G A s の 中 で は G A 3 が 高 い 値 を 示

し た が ､ 3 0 0 p p m ま で 濃 度 を 高 め て も 無 核 化 率 の 改 善 は 認

め ら れ な か っ た ｡ こ の 結 果 は ､ こ の 3 品 種 間 で 無 核 化 を 誘
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起 す る G A s と 着 粒 後 の 肥 大 に 関 連 す る G A s が 異 な っ て い

る こ と を 示 し て い る ｡

( 5) 以 上 の 結 果 を 踏 ま え て ､ ブ ド ウ の す べ て の 品 種 を G A s

に よ り 無 核 化 す る た め に は ､ 花 粉 の 形 成 過 程 で 異 常 を 引 き

起 こ す G A s と 着 粒 後 の 果 粒 の 肥 大 に 関 連 す る G A s を 区 別

し ､ 無 核 化 が 困 難 な 品 種 に お い て 最 も 有 効 な G A s を 明 ら か

に す る 必 要 が あ る ｡ ま た ､ 品 種 に よ っ て 主 要 G A s あ る い は

無 核 化 に 関 連 す る G A s が 異 な っ て い る の で ､

`

デ ラ ウ ェ ア
'

と
`

甲 州
'

に お け る 画 分 群 Ⅰ
､

Ⅱ お よ び Ⅲ 中 に 含 ま れ て い

る G A s を 同 定 す る こ と が 重 要 で あ る ｡ さ ら に ､ こ れ ら の 画

分 群 の 中 の G A s あ る い は 画 分 群 外 の 物 質 ( G A s 活 性 の な

い 画 分) で 花 粉 形 成 を 阻 害 す る も の が あ る か ど う か に つ い

て 調 査 が 必 要 で あ る ｡ な お ､ こ れ ら に つ い て は ､ 現 在 実 験

を 継 続 中 で あ り ､ 結 果 が 得 ら れ た な ら ば 関 連 主 要 論 文 に 発

表 す る 予 定 で あ る ｡

6 6



引 用 文 献

B u k o v a c ,
M . I

. , E .
Y u d a , N . M u r o f u s h i a n d N . T a k a h a s h i .

1 9 7 9 . E n d o g e n o u s p l a n t g r o w t h s u b s t a n c e s i n

d e v e l o p l n g f r u i t o f P r u n u s c e r a s u s L . . P l a n t

P b y si o l o g y ,
6 3 : 1 2 9 ･

1 3 2 .

B u k o v a c
,

M . J . a n d E . Y u d a . 1 9 9 1 . I n G i b b e r elli n s : 3 5 0 .

S p r i n g e r
･ V e r l a g ,

B e r li n . N e w Y o r k .

C o o m b e , B . G . a n d M .
E

.
T a t e

.
1 9 7 0 . A p o l a r gi b b e r el li n

f r o m a p ri c o t s e e d . P l a n t g r o w t h s u b s t a n c e s .

C a r r , D . J .

: 1 5 針 1 6 5 , B e rl i n S p ri n g
･ V e rl a g .

D e n n i s
,
F . G .

,
J r . a n d I . P . N it s c h . 1 9 6 6 .

I d e n t ifi c a t i o n o f

gi b b e r ell i n A 4 a n d A 7 i m m a t u r e a p p l e s e e d s . N a t u r e
,

2 1 1 : 7 8 1
･

7 8 2 .

D e n n i s
,
F . G . , J r . 1 9 6 7 . A p p l e f r u i t s e t : E v i d e n c e f o r a

s p e ci fi c r ol e o f s e e d s . S ci e n c e , 1 5 6 : 7 1
･

7 3 .

G il , G . F . , G . C . M a r t i n a n d W . H . G ri g g s . 1 9 9 2 . F r u i t s e t

a n d d e v el o p m e n t i n t h e p e a r : e x t r a t a b l e e n d o g e n o u s

h o r m o n e s i n p a r t h e n o c a r p i c a n d s e e d e d f r u it s ･ J ･

A m e r . S o c . H o r t . S °i . . 3 4 : 1 4 2
･

1 5 3 .

井 上 四 郎 . 1 9 6 1 .
ジ ベ レ リ ン の 諸 影 響 と そ の 品 種 間 差 異 . 園

芸 学 会 3 6 年 度 秋 季 大 会 シ ン ポ ジ ウ ム 講 演 要 旨 : 3 ･

5 .
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板 倉 勉 ､ 小 崎 格 ､ 町 田 裕 . 1 9 6 5 . ブ ド ウ に 対 す る
､ ジ ベ

レ リ ン の 作 用 と そ の 利 用 法 に 関 す る 試 験 . 園 試 報 .

A 4 : 6 7
･ 9 6 .

I w a b o ri
,

S .

,
R . J . W e a v e r a n d R . M . P o o l . 1 9 6 8 .

G i b b e r e lli n
-li k e a c ti v i t y i n b e r ri e s o f s e e d e d a n d

s e e d l e s s T o k a y g r a p e s . p l a n t P b y si o l ‥ 4 3 : 3 3 3
･

3 3 7 .

岸 光 夫 . 1 9 7 3 . ブ ド ウ に お け る ジ ベ レ リ ン 利 用 に 関 す る 試

験 . 京 都 大 学 学 位 論 文 .

K i y o k a w a
,
Ⅰ. a n d S . N a k a g a w a . 1 9 7 2 . P a r t h e n o c a r p i c f r u it

g r o w t h a n d d e v el o p m e n t o f t h e p e a c h a s i n fl u e n c e d b y

g i b b e r e lli n a p p li c a t i o n . ∫. J a p a n . S o c . Ⅱ o r t . S °i .

4 1 : 1 3 3
･

1 4 3 .

小 松 春 樹 ､ 中 川 昌
一

. 1 9 9 1 . ブ ド ウ
`

巨 峰
'

の 結 実 と 小 花 中

の 内 生 植 物 ホ ル モ ン
. 園 学奔臣 . 6 0 : 3 0 9

･

3 1 7 .

M o t o m u r a , Y . a n d Y . H o ri . 1 9 7 8 . E x o g e n o u s gi b b e r e ll i n a s

r e s p o n s i b l e f o r t h e s e e d l e s s b e r r y d e v el o p m e n t o f

g r a p e s . T o h o k u J o u r n a l o f A g r i c u lt u a l R e s e a r c h ･

2 9 : 1 1 1
･

元 村 佳 恵 . 1 9 8 2 . ブ ド ウ に 施 与 し た ジ ベ レ リ ン の 活 性 変 化

と 無 核 形 成 効 果 . 1 7 : 5 3
･

5 9 .

元 村 佳 恵 . 1 9 9 4 . ブ ド ウ の 個 々 の 果 粒 の 着 果 と 肥 大 に 及 ぼ

す 光 合 成 産 物 の 取 り 込 み と ジ ベ レ リ ン の 影 響 . 弘 大 農

報 . 5 8 : 3 4
･

4 5 .
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村 西 三 郎 .
1 9 6 8 . ブ ド ウ の 結 実 に 対 す る ジ ベ レ リ ン 処 理 の

効 果 . 九 大 農 雑 . 2 3 : 2 2 5 ･

2 8 9 .

永 田 賢 嗣 ､ 栗 原 昭 夫 . 1 9 8 2 . ブ ド ウ に お け る ジ ベ レ リ ン 反 応

の 品 種 間 差 異 に つ い て . 果 試 報 . E 4 : 7
･

1 9 .

中 川 昌
一

監 修 ､ 堀 内 昭 作 ､ 松 井 弘 之 編 集 . 1 9 9 6 . 日 本 ブ ド ウ

学 : 2 0 0
･ 2 0 1 . 養 賢 堂 .

N a k a y a m a
,

M .

,
T . Y o k o t a

,
R . S o h m a

,
L . N . M a n d e r

,
B .

T w i t c h i n , H . K o m a t s u
,

H . M a t s u i a n d M . a . B u k o v a c .

1 9 9 6 . G i b b e r e lli n i m m a t u r e s e e d o f P r u n u s c e r a s u s :

s t r u c t u r e d e t e r m i n a ti o n a n d s y n t h e s i s o f g ib b e r e lli n ,

G A 9 5 ( 1
,
2

･ d i d e h y d r o
･ G A 2 0) . p h y t o c h e m ‥ 4 2 : 9 3 1

-

9 2 0 .

N i s h ij i m a
,
T . a n d N . K a t s u r a . 1 9 8 9 . A m o d i fi e d m i c r o

･ d r o p

b i o a s s a y u si n g d w a r f ri c e f o r d e t e c t e d o f f e m t o m ol

q u a n ti ti e s o f g i b b e r e lli n . P l a n t C ell P ll y Si o l -

3 0 : 6 2 3 ･ 6 2 7 .

O l m o
,

H . P . 1 9 4 2 . S t r a g e o f g r a p e p o ll e n . P r o c . A m e r . S o c .

H o r t . S ci . . 4 1 : 2 1 9
･

2 2 4 .

王 近 衛 ､ 堀 内 昭 作 ､ 松 井 弘 之 .
1 9 9 3 a . ブ ド ウ 無 核 品 種 の

無 核 化 形 成 に 関 す る 組 織 形 態 学 的 研 究 . 園 学 雑 .

6 2 : 1
･

8 .

王 近 衛 ､ 堀 内 昭 作 ､ 尾 形 凡 生 ､ 松 井 弘 之 . 1 9 9 3 b . ブ ド ウ

無 核 品 種 の 無 核 化 形 成 内 生 植 物 ホ ル モ ン と の 関 連 . 園
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学 雑 . 6 2 : 9 ･

1 4 .

P a k s a s o r n
,
A

"
1 9 9 5 . S t u d i e s o n b l o o m d e l a y ,

i n d u c ti o n o f

p a r t b e n o c a r p i c f r l li t g r o w t h a n d c o n t r ol o f f r u i t

ri p e n i n g i n J a p a n e s e a p r i c o t ( P r u n u s m u 血 e S i e b . E t

Z u c c .) . p h . I) . t h e si s C h i b a U n i v e r si t y .

S a n t e s , M . S . , P . H e d d e n
,
P . G a s k i n a n d J . L . G . M a r ti n e s .

1 9 9 5 . G i b b e r e ll i n a n d r e l a t e d c o m p o u n d s i n y o n n g

f r u it s o f p e a a n d t h e i r r el a t i o n s h i p t o f r u i t ･

s e t ･

P h y t o c h e m . . 4 0 : 1 3 4 7 ･

1 3 5 5 .

W e a v e r
,
R . J . a n d S . B . M c C u n e . 1 9 5 8 . G i b b e r e lli n t e s t o n

g r a p e s . C a lif . A g r i .

W e a v e r , R .
I

.
a n d S . B . M c C u n e . 1 9 5 9 a . R e s p o n s e o f

c e r t a i n v a ri e ti e s o f V 1

'

t 1
'

s v l
'

n 1
'

f e r a t o g i b b e r elli n . I b i d ‥

2 8 : 2 9 7
･

3 5 0 .

W e a v e r ,
R . I . a n d S . B ･ M c C u n e ･ 1 9 5 9 b ･ E ff e c t o f

g i b b e r e lli n o n s e e d e d V 1
'

t 1
'

s v l
'

n ]

'

f e I
･

a a n d i t s

t r a n s l o c a t i o n w i t h t b w v i n e . I b i d ‥ 2 8 : 6 2 5
･

6 4 5 .

w e a v e r
,

R . J . a n d S . B . M c C u n e ･
1 9 5 9 c ･ E ff e c t o f

g i b b e r e lli n o n s e e d l e s s V 1

'

t 1

'

s v l
'

n l
'

f e z
･

a ･ I b i d ･ ･

2 9 : 2 4 7
･

2 7 5 .

w e a v e r
,

R . ♂ . a n d S . B ･ M c C u n e ･ 1 9 6 0 ･ F u r t h e r s t u d i e s

w i t h g i b b e r e lli n o n V l

'

t l

'

s v l
'

n l
'

f e r a ･ I b i d - 2 9 : 2 4 7
- 2 7 5 ･
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Y a m a g u c h i
,
Ⅰ･ , T ･

Y o k o t a ,
N ･ M u r o f u s h i

,
Y ･ O g a w a a n d N ･

T a k a b a s b i . 1 9 7 0 . i s o l a ti o n a n d s t r u c t u . r e o f a n e w

gi b b e r e lli n f r o m i m m a t u r e s e e d s o f P r u n u s p e r s i c a ･

A g r l C u l t u r a l B i ol o g l C a l C h e m i s t r y ,
3 4 : 1 4 3 9

-

1 4 4 1 ･

横 沢 弥 五 郎 ､ 保 井 昭 男 . 1 9 6 1 . ブ ド ウ ･ キ ャ ン ベ ル ア - リ
ー

に 対 す る ジ ベ レ リ ン 処 理 試 験 . 第 4 回 ジ ベ レ リ ン 研 究 発

表 会 抄 緑 : 6 8 .

y u d a ,
E .

,
H . M a t s u i a n d S ･ N a k a g a w a ･ 1 9 8 6 ･ F r u it s e t

,

g r o w t h a n d d e v e l o p m e n t o f s o m e t r e e c r o p s a s a f f e c t e d

b y t h e u s e o f p l a n t g r o w t h r e g u l a t o r s ･ J a p a n
･ T a i w a n

,

P l a n t P h y si o l . S e m i .

: 7 3 ･

9 2 ･

湯 田 英 二 ､ 金 納 圭 吾 ､ 堀 内 昭 作 ､ 松 井 弘 之 . 1 9 8 8 .
モ モ

`

高

陽 白 桃
'

の 植 調 剤 に よ る 単 為 結 果 と 内 生 ジ ベ レ リ ン ･ 国

学 発 要 . 昭 6 3 秋 : 1 2 4
･

1 2 5 .
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